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NEC日 本 電気のコンピュータとコミュ

ニケーションの融合《C&C》 にもとつく

総合力を駆使。世界をリードする先

進技術と最新のアーキテクチャで

いま、コンピュータの頂点に立つ世界

最 大、超大型 コンビ》a-一タ 《ACOS

システム1000》 の誕 生です。

日本電気株式会社
お 問合 せは:情 報処理 ・宣伝

TEL(03)454一 川1(大 代表)
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ソフ トウエア10年 の

歩みと国の施策

(社)ソ フ トウエア産業振興協会会長

服 部 正

サ ンデ ィエ ゴで,ソ フ トウエア ・エ ンジニア リ

ングの学会があ って,レ ーモ ン ド ・イエー教授 に

強 くすすめ られて出席 した。最 近は,業 界 の一員

であ る事を 自覚 して,成 るべ く学会 には出席 しな

い様に してい るのだが,一 年半先には,こ の学会

が東京で開かれ るとあ って,京 大の大野先生 や会

長のイエ ー先生達は,連 れ立 って 日本人 を このサ

ンデ ィエ ゴ会議に 出席 させ よ うと,忙 しかった。

ソフ ト協の会員が,ソ フ トウエアの生産工学に

関 して,過 去四年,国 の援助を受け,さ らに ソフ

トウエアのメンテナンスで も国の援助 を受け てい

る とあっては,世 界で一つの ソフ トウエア工学 の

学会 をさぼ る訳に もいかず,出 席 した。

難 しい話は解 らないが,一 つ二つ感 じる処があ

った。

第一に,い ろいろ と難 しい言い回 しで語 られて

はい るが,大 変難 しい話ではな く,割 合に現実的

問題 の常識的範 囲であ ると感 じた。 この よ うな言
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い方をす ると,日 本の学会では怒 られ るか もしれ

ないが,感 じた ものは仕方がない。 だか ら,こ れ

から も勉強すれ ば追いついて行 けると言 うのであ

って,良 い感 じ方 だ と本人 は思 ってい る。

第二 に,発 表に来 ている人 々は,属 してい る企

業 の技術 力を代表 して栄 ある発表を してお られ る

のか,自 分 自身の技術 の表現なのか?と い う点

であ る。 ソフ トウエアは,個 人的な,い わばPrO・

fessionalな 仕 事か?あ るいは また ,企 業 に依

り製造 され る生産物 と考え るか,と 考 えなが らそ

んな疑問が頭 をかす め る。

ソフ ト協や センター協,IPA等 々,通 産省の

肝煎 りの各協会が一昨年か ら今年にかけ て,次 々

と十周年を迎えて行 く。

こ うした中で最近,ふ と思 うのだが,そ の昔,

コン ピュータの出現の話を聞いて ,

ttこい つはす ごい〃"と 思
った人 は誰 だったの

だろ う,日 本 の国において……。

そ して,技 術者ではな くて,こ れを 日本の国の

目玉産業,あ るいは 目玉的技術問題 と認識 され た

人 々の慧眼に改めて敬意を表 したい。

かの有名な,MISの 視 察団の出 る前の話であ

ったろ う。

な まじ,技 術の上 で,Computerを 理 解 しよ う

とした我 々が,ウ ロチ ョロしている間 に,こ の問

題 を取 り上げ,グ イグイ と十年間,国 の力をそ の

方 向に引っ張 って来 られ た功績は偉大 なものであ

る。 このアメ リカでは,考 え られ ない ものであろ

う。それ ら各種協会 の先達を務めてお ら れ る の

が,JIPDECと 了解 してい る。

十年前の建学の精神は,今 も変らぬ と言 うので

は,少 し話はおかしかろう。十年の進歩に応 じて

目的 も変えながら,国 の情報産業を指導する任を

貫いて頂きたいと思 う事,切 である。

、
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特 別 座 談 会

第5世 代 コ ン ピュー タの

イメ ー ジ と課 題

一一2年 間の 調査 研 究 を振 返 って

《出席者》

通商産業省機械情報産業用電子政策課長

第5世 代コンピュータ調査研究委員会委員長
東京大学工学部教授

同 委員会アーキテクチ ャ研究分科会主査
慶応義塾大学工学部教授

同 委 員 基礎理論研究分科会主査
電子技術総合研究所パターン情報部長

司 会(財)日 本情報処理開発協会開発部長

岡

兀

相

淵

山

松

岡

磯 秀

本 欣

郎

達

夫

博

子
〈1順不 同 ・敬称略 〉
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まず ニーズの調査か ら

山本 第5世 代 コン ピュータ開発 のプロジェク ト

は,い ま国際的 にも有名 になってお り,国 内で も

い ろい ろ報道 され,ま た近 く報告書 も公開 され る

とい う段階にな ってい ます。そ こで今 日は,こ の

プロジェク トを推進 してお られ る中心的 な立場 の

方 々にお集 りいただ きいろいろ とお話 していた だ

きたい と思 い ます。 まず,岡 松課長か らこのプ ロ

ジ ェク トの背景,ね らい,第5世 代 とい う名前のい

われ,と い った ことか らお伺い したい と思 います。

岡松 第5世 代 コン ビ=一 夕調査は,昭 和54年 度

か らス ター トし,今 年度でち ょうど満2年 にな り

ます。

コンピュータの開発 については ,昭 和37年 頃 か

ら通産 省 もいろいろ助成 策を講 じてきま した。 し

か しそれ らは,い ずれ も外国に対抗機種 とい うも

のがあ り,追 いつ き追い越す といい ますか,少 な

くとも追いつ くとい う目的の開発 とい うことの繰

り返 しで した。それはそれで効果をあげて きた と

私 どもは思 ってい ます。 こ うした過程 を背景 に し

て,も うここまで きたのだから,そ ろそろ対抗機

種 の開発 とい うことではな く,な にか 新 しい も

の,世 界各 国に もまだないよ うな ものを 日本が開

発 してみ よ うでは ないか とい う気運が盛 りあが っ

てきた。いわば 日本 も世界的 な レベ ルで新 しい開

発を手がけ よ うではないか とい うのがス ター トだ

ったわけです。

54年 といえば,t追 いつ き型、のオペ レーテ ィ

ング ・システ ム及び新周辺 端末装置の開発がち ょ

うどスター トした時期 です。第4世 代 コンピュ'一

タといわれ るIBMの フ ェーチ ャーシステムの対

抗機種を開発 しよ うとい うもので,5年 間の プ ロ

ジェク トです。その ときに,同 時に も う一つ先を

5

第5世 代 コ ンピ ュータのイ メージ と 課 題[コ口口

行 こ う,と い うので,

とい うわけです。

これを第5世 代と名づけた

従来プロジェク トとの違い

そ こで,従 来の プロジェク トとどこが違 うのか

とい うことにな るのですが,対 抗 機種 があ る場 合

は,い ってみれ ばそれ と同 じものを開発すれば い

い。 ところが対抗機種が ない開発 は,何 が 目標 な

のか とい うところか らスター トしていかなければ

ならない。その意味で ニーズが どこにい くのか と

い うこ との調査か ら入 ってい くとい う形にな りま

した。

山本 まず,目 標を決めてか らとい うわ け で す

ね。

岡松 ええ。普通の機械 の開発 の よ うな場 合は,

た いていはそ こを飛び越 えて しま って,相 手が こ

うい うものを出 して くる とい うか ら,こ ちらは こ

うい うものを出せ ばいい とい うこ とに な ります。

いわば先輩 のニーズ調査 を借用す る とい う形で し

た。こん どは,こ ちらが ニーズ調査か ら始め よ うと

い うわけですか ら非常に画期的な プロジェク トだ

といえ ると思い ます し,よ うや くコンピュータも

本 格的な開発 の段階 にな った といえるわけです。

山本 だいぶ いままで のプ ロジェ ク トと違 います

ね。そ こで委員長 の元 岡先生にお伺 い したいので

すが,一 応,2年 間,二 ・・一ズ調査 も含め てや ってこ

られたわけですが,そ の辺 りの大筋 と,第5世 代

コンピュータは ,い ったい どんな機能を持 ってい

なければな らないのか とい った ところを……。

元岡 い ま岡松課長がいわれた よ うに,ま ず ニー

ズ調査か ら始めなければ とい うので三つの分科会

を作 って作業を進めて きま した。社 会環境,基 礎

理 論,ア ーキ テクチ ャの各分科 会ですね。

90年 代社会とコンピュータの役割

元岡 社会環境分科会では,1990年 代の社会はど

ういう社会になるかのイメージ,つ まり1990年代

の理想的社会像を考えまして,そ の社会像が達成
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されるために,コ ンピュータはどうい う役割を担

ったらいいのか。そ うい う社会に到達する過程で

発生するボトルネ ックを解消するのが第5世 代 コ

ンピュータの役割ではないか,と い う考え方で作

業を続けてぎました。

こうした観点から社会環境分科会では,お おざ

っぱにいって五つぐらいの項 目を抽出 して い ま

す。

一つは,生 産性が低かった分野の生 産 性 の 向

上,例 えばオフィス ・オー トメーションなど文書

処理,あ るいは第一次産業など生産性の上ってい

ない分野の生産性を高めるためには,ど ういった

コンピュータが必要か ということ。

第二は,日 本が国際化 してくるとい う視点から

のアプローチです。国際化といっても,一 方では

国際協力もしていかなければならないと同時に国

際競争力もつけていかなければとい うことにな り

ます。 日本のような資源小国が国際競争力をつけ

るためには,コ ンピュータ産業のような知識集約

型の産業で輸出力をつけ,国 際競争力を高め,ま

たその面で国際的に貢献 していこうということで

す。

第三の立場として省エネルギー,省 資 源 の 視

点。日本の今世紀最大の問題 として省エネルギー

の問題があります。 コンピュータと直接に関係が

ないようにみえますが,効 率的にエネルギーを使

う方法,あ るいは高品質の製品を作るとかなど,

いくらか間接的な意味になるかもしれませんが省

エネルギー,省 資源にかなり貢献できるという立

場です。たとえば製品の寿命を伸ばすとか,長 期

間使えるシステムをつくるとか,そ ういう意味で

コンピュータがかなり大きな役割を果すのではな

いかとい うわけです。

第四は,老 齢化社会の視点です。よくいわれて

いるように1990年 になると65歳以上の人口の比率

が12%に なるといわれます。12%と い う数そのも

のも問題なのですが,そ うい う社会に移行してい

く速度が非常に早いとい うのが同程度の老齢化社

会 になっている他 の国 と大 き く違 う点です。それ

に 日本 の社会が うまく順応 していけ るか ど うか と

い うことが非常 に大 きな問題 だ と思い ます。その

とき,老 人 に対 してど うい う生 きがい を 与 え る

か,必 然的 に起 こる医療問題 あ るいは身体 不 自由

者に対す る援助 シス テムな どの面 で コンピュー タ

が何 らか の役割 を果せ るのではないか とい うこと

が考え られ ます。 も う一つは老人 が 自分 の家 でパ

ー トで働け る環境づ く りとい う問題 もあ ります
。

これには,通 信 とコンピュー タが一体 となった シ

ス テムが考え られ ますね。

第五 の問題 は社会 とコンピュータの融合 の問題

です。 これか らコンピュータが いろん な形で社会

に浸透 してい くことは,ま ちが いのな いところで

す。その とき,社 会 と うまくマ ッチ して反発を受

けない よ うに コンピュー タ技術 そρ ものを もって

いかなければな らない と考えられ ます。

こ うした時代を想定 し,そ うい う条件を満たす

ことので きるコンビ=一 一タとして第5世 代の コン

ピュータを開発 してい こうとい うわけです。

ニーズの創造も大事

元岡 ニーズを考えてということはプロジェクト

の当初からずいぶん考えてきました。そして,コ

ンピュータという技術の場合,ニ ーズとい うもの

は自然に出てくるのかが議論されました。思いま

すに,素 人からは,そ ういうニーズは 出 て こな

い。何ができるかとい うことがある程度わかって

いないとニーズは出てこないと思います。こうい

う先進的な技術の場合は,シ ーズ側からある程度

ニーズをつ くりだしていく種類の努力が相当に大

事なのではないかと考えます。これは,最 初にコ

ンピュータを作った ときからあったことですね。

最初コンピェ一夕は,技 術計算を目的に作られ

ていますね。弾道の計算のためにコンピュータが

要る,こ ういう発想があったわけです。事務計算

をするために必要だから開発するとい う発想があ

ったわけではないのです。科学技術計算だけでな



く事務処理用 コンピュー タも作れそ うだ とい うの

であ る会社 が作 った。それ 以後は,そ ちらが中心

にな って発展 してい くわけですが,そ の意味 で,

コ ンピュー タの研 究者 あるいはメーカーが積極的

に ニーズを作 りだ していか なけれ ばいけ ない の じ

ゃないか とい う点 も委 員会 でかな り議論 され たこ

とです。

自然 なマ ン ・マ シ ン ・イ ン ターフ ェー ス

元岡 以上の ことも含めて第5世 代の コンピュー

タが持つべ き機能は,ど んな ものにな るのかにつ

いては次の よ うに考えてい ます。本 来 コンピュー

タが持 ってい る機能には,い ろいろな情 報を処理

す る能力,情 報を蓄えてそれを提 供する能 力,周

辺 とコンピュータの間で通 信をす る能 力の三 つあ

るわ けですが,ま ず,コ ン ピュータ とその周辺で

考 え ると,人 間に とって使 い易い コンピュータ,

親 しみやす い コン ピュータを 目指す とい うこ とが

あ ります。 コン ピュータを秘書 として使 うとすれ

ば,人 間 の秘書に ものを頼むの と同 じよ うな気持

で頼め なければ本 当の秘書 の替わ りには な りませ

ん。そ の意味で 自然な マン ・マシン ・イ ンターフ

ェースを実現 したい とい うことにな ります。 これ

が一つの 目的だろ うと思い ますね。

も う一つマ ン ・マ シンについて考え ます と,人

間の持 ってい る視覚,聴 覚 とい った感覚 自身 を コ

ンピェ一夕を使 うことに よって もっと広げ る こと

がで きる可能性が考え られ ます 。例 えば,医 学関

係な どでは,従 来 は専 門の先生 でなけれ ば判読で

きなか った レン トゲン写真 な ども,コ ン ピュータ

を使 って解析す る ことによ って素人 に もある程度

読 める方 向に もってい くこ とが できそ うだ,と い

うこ とが あ ります。

コン ピュータ とい うのは何 の知識 も持 っていな
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い。 だか ら使 う場合には,そ の使い方を厳密に教

え込 まなければ何 もで きません。人間同士な らお

互いが持 ってい る共通 の知識を土台に して情 報交

換す るわけですか ら非常にス ムースに進む。 日本

人同士の場合は とくにそ うい う面が強い。極 端に

いえば何 もいわな くて も判 ることがあ る。外 国人

にな ると少 し違 って きて,こ ち らが判 ってい ると

思 うことも意外に きちん と話を しなけれ ばならな

い ことがあ ります。 コンピュー タは,す べて話 し

てや らない とわか らない。 その意味 で,あ る程度

の知識や常識をそなえた コンピュー タ,知 識型 コ

ンピュー タを作 ることが,使 い易さに結 びつ いて

くる と思 い ます。

セ ザこぶ ニ モ び いし

鱒 　 蕊 ∴∫・…

元岡 達氏

デ ー タベ ースか ら知 識 ベー スへ

元岡 つぎに情報の蓄積 とい う面で申しあげたい

と思います。いままでのコンピュータは,ど ちら

かとい うと情報の処理が中心で したが,情 報産業

とい う立場から考えると,い ろいろなデータを蓄

えてそれを有効に使 うとい う知識産業 分 野 が 大

きな分野にな ります。この分野は,い ままではコ

ンピュータが十分には機能 していなかった部分で

すね。こうい う応用分野はどんどん 拡 大 し,将

来,コ ンピュータが利用される分野の うちで非常

に大きな比重を占めるようになるはずです。

そ うい うデータベースを使いこなす技術は,第

5世 代のコンピュータを待つまでなく,第4世 代

でもかな り行われるであろ うと期待しているわけ
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ですが,第5世 代では,単 な るデ ータの蓄積 だけで

な く,そ れを越えて蓄積 されたデ ータの相互間を

ミ意味
ミ とい った もので結びつけたい。い まのデ

ータベ ースが 「知識ベ ース」 とい った ものに変 っ

てい くとい うわけです。問合わせを した ときも,

そ の間合わせの意味を もっと考えて返答 して くれ

るシステムがで きる可能性があ るわけです。 そ う

なる と,あ る程度のデ シジ ョン ・メーキ ングのサ

ポー ト役が実現で きるのではないか と思 い ます。

デシジ ョンをす る場合,非 常に多 くの条件が考慮

され て一つ のデシジ ョンが なされ るわけですが,

そ の中で,機 械的に取捨選択で きるものを コンピ

ュータに まかす こ とがで きれば,残 された要件 の

数は減 り,見 通 しが よ くなって人間が判断 して も

かな り正 しい判断が下せ るだ ろ うと思い ます。

処理 に関連 した面で も,い ままでお話を してき

た ように,知 能 レベルの高 い処理 と高速 処理 が期

待で きます。高速 処理 につ いては,科 学 技術計算

用の大型 コンピュータの開発 も今年度か らスター

トした ことです し,そ れはそち らに まかせ ること

に して第5世 代 のコンピュータと しては,む しろ

知識 レベ ルの高い コンピェータを作 ってい く。そ

うい うコン ピュータを作る ことは,使 い易い コン

ピュータを作 るとい うことにもな ります し,こ れ

まで使われ ていなか った非定常業務な どへの,よ

り高度 な コン ピュータの利用 も考えてい きたい。

そ うい う目的 に適 した コンピュータを実現 す るた

めに は,い ままでの コンピュー タに な か っ た 推

論,学 習 の機能 を持 ったア ーキテ クチャを持 った

コン ピュー タを作 る とい うことになるんだ と思い

ます。

山本 従 来の コンピュータが最 も不 得意 としてい

た能 力にメスを入れ た,か な り画期的な コン ピュ

ータ とい うこ とになるわけですね。

人工知能 ・パターン情報処理

山本 淵 さん,基 礎理論分科会主査のお立場から

もう少し第5世 代 コンビュー'タのイメージといっ

たものをお話 していただきたいのですが。

凋 まず,基 礎理論分科会はどうい う考え方を し

てきたかをお話 したいと思います。出発点は,情

報 処 理 の 研究とい うことがあ り,す でにかなり

の蓄積がある。それを集め,整 理する中から第5

世代 コンピュータのイメージとい うものがでてく

るのではないかとい うことが一つあ りました。

研究成果を調べるとい うことの意味は,ど うい

うシーズがあるかと考えてもいいわけですが,要

するに研究の蓄積からして,そ の勢いの延長線上

からどうい う成果が予想されるかを知ることが大

事だろうとい うわけです。

とりあげた分野はい くつかあ ります。すべての

分野 とい うわけにはいきませんから,代 表的な分

野の研究に絞ったわけです。例えば,人 工知能の

研究 とかパターン情報認識の研究などは,人 間と

のインターフェースとか高度な問題を解くといっ

たことと関連 し,か つ同 じ問題意識でやっていた

分野です。そ うした分野の研究成果を調べていこ

うというわけです。

そのほか,そ うした高嶺の花ばか りでなく,も

っと現場に即 した研究 もあるわけです。例えば,

ソフトウエア工学なども一つの ソースになるだろ

うと考えました。一方には,新 しいアーキテクチ

ャは,ど うあったらいいか,と い う研究もあるわ

けです。

簡単にいいます と,こ うしたことを調べるのが

基礎理論分科会の仕事だったのですが,そ うい う

作業を通 じて浮かびあがってきたことが あ り ま

す。先にのべてきた分野は,こ の10年間はバラバラ

に研究されてきたのですが,そ れらを通 してなが

めてみます と,非 常におもしろいことが判ってき

たのです。これまでバラバラにやって きた こ と

も,実は別な方向に向かっていたのではなく,同じ

方向に向いていたんだ,と いうイメージがでてき

たんですね。



知 識 情 報 処 理

山本 第5世 代 コンピュー タは 別名を 「知識情報

処理 システム」 とい うそ うですが コン ピュータと

い うのは,も ともと低い知能 しか もっていない。

そ うい うコンピュータに知識情 報処理が期 待で き

るのか,と い うことが いわれ ていますね。

淵 知識情報処理 とい う言葉 だけを ポン と出 して

しまいます と,非 常に難か しい ことの よ うに受け

とられ て しま うのですが,実 はそ うじゃな くて,

これ まで営 々と して積上げて きた計算機技術 とい

うものを もっと良 くす る,人 間に とって使 い易 く

す る とい う考 え方の延長線上か らいって も知識情

報処理 とい うことが でて くる,と い うのが,我 々

の考え方 なんです。

少 し具体的にいい ます と,い まデ ータベ ース と

い う課題があ りますね。 これ を作 ること自体 たい

へ んな ことなんです が
,デ ータベ ースが現在 どう

い うふ うに使われ ているか といい ます と
,単 に現

実に あるあま り加工 され ていないデ ータを大量に

蓄積 してお き,取 出 し方 も,生 デ ータに即 して取

出す形にな ってい ます。 これ を も う一 つ上 に上 げ

よ うとする と,デ ータの間の関係づけ を深 めよ う

とい うことにな ります。 いま欲 しい情報は生の形

では蓄積 されていないが,い くつかの生デ ータを

組合わせれば,取 出せ るのではないか と い う こ

とが,自 然の発 想 としてでて くるわ けです。 その

場合,デ ータを一 次的,二 次的 に加工 して進 んで

いった先 は何 か とい うと,人 間 の知識 のあ り方に

近づ いて くるわけです。人間の知識のあ り方は,

現 在デ ータベ ースに入 ってい るよ うな生のデ ータ

と,そ の上に立 ったデ ータの組 合わせ とい う情報

も持 ってい るんですね。 つ まり一 次,二 次 と加工

され て上が っていった データは知識 その ものだ と

い っても,お か しくないわけです。

ですか ら現在のデ ータベ ースの技術を一段,二

段 と高度 化 してい くことを 目指す ことも知識 ベー

ス と呼 んで もいいのではないか と思 います。
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計算するとい う立場からいっても,ま った く同

じことがいえます。いま問題を解こうとするとき

その手順をこと細かに書いたのがプログラムなわ

けですが,も う一つ上の問題を解こうとすると,

問題の性質に応 じて,デ ータを組合わせて答えを

出してくる機能を前提にする必要があ ります。そ

の後で計算をすることにな りますが,こ の場合も

知識を利用するとい うことで知識情報処理 という

ことができるわけです。

もう少 し別な見方をすると,い ままでいろんな

プログラミング言語ができているわけですが,研

究分野では高度な問題を解 くために,COBOL,

FORTRANと いった一般的言語のほかに,い

ベ
ト

、

べ

.

硲

、

、透

淵_ザ
う んな特殊 な言語を開発 し,使 ってい る わ け で

す。そ うい う言語 とい うのは,単 なる プリ ミテ ィ

ブな計算の指示 ではな く,も う一つ上 の推論 メカ

ニズムのよ うなものを指示す るよ うに出来て きて

い るわけです。 ・

こ うい う言 語をベースにすれ ば,例 えば 自然言

語 をベースに した会話 システ ムな どが非常に容易

になる とい う研究実績 もある程度,上 っ て い ま

す。 そ うい うことを踏み台に して次のステ ップを

考え てい くとい うことですね。

現在の コンピュータの欠点

山本 ア ーキテ クチ ャ分科会の主査を し て お ら

れ る相磯先生にお聞 き します。現在の コンピュー

タで も,そ のス ピー ドを速め,メ モ リを さらに大
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き くすれば,い ま出来ない ことがかな り出来 るよ

うになって くるだろ うとい う話 もあ りますね。そ

れ で もなお,や は り新 しい アーキ テクチ ャが必要

だ といわれ ているわけですが,そ うい う観点か ら

みて,第5世 代 コンピュータは従来の マシンとど

うい うふ うに違 うんで し ょうか。

相磯 そ うですね。 コンピュータ ・アーキ テクチ

ャを検討 してい る立場か ら申 します と,い まの コ

ン ピュータで何がいちばん困 っているか,を つか

む ことが重要だ と考えてい ます。

一つは コン ピュータが使われ始めてから30年 余

りになるのですが,そ の間,応 用分野 な ども含 め

ていろいろな欠点が 明らかにな って き た わ け で

す。 その点,ユ ーザ ーもこのあた りで コンピェー

タを振返 ってみ ようでは ないか,と い う時期に,

ち ょうどさしかか っている ことも,そ の背景に あ

るわけです。

二番 目には,い い コンピュータを開発す るため

の関連す る技術が ど うい うふ うに展開 してい くか

とい うこ とです。例 えば,ハ ー ドウエ アの技術な

どですが,そ の中で も超LSIの 技 術 の影響は非

常 に大 きいわけです 。超LSIの 技術 は,ハ ー ド

ウエアの技術,ソ フ トウエアの技術に次 ぐ第三 の

技術 といわれ る くらい,い ろいろな要素を含んで

い るわけです。そ うい う技術を どん なふ うに うま

く利用 して,い か にいい コンピュータを作 ってい

くか とい うのが我 々の二番 目の立場 なんです。

三 番 目は,新 しい分野がひ らけて くると同時 に

我 々が新 しい分野への道へ導い てや る責任があ る

とい うこ とです。新 しい応用分野か らみた とき,

い まの コン ピュータで いいのだろ うか,と い うこ

とを 少 し考 えてみ なけれ ばいけ ない,と い う立場

ですね。 それ に対 してはやは り,先 ほ ど淵 さんか

らもお話 があ った よ うに,新 しい知識情 報処理 の

中で,ど んな新 しい機 能が必要なんだろ うか とい

うことを抽出 し,そ れを コン ピュータ の 上 に の

せ,そ れ を支えてい くことを しなければいけない

わけです。

も う一 つは,い ろいろな勉強 を してい くとやは

り,こ れ までの コン ピュータの開発 は 量 的 な 改

善,例 えば速 く計算を しよう,大 量 のデータの処

理を したい,と い った ことが中心 で した。

しか しこれか らの応用を考える と,や は り質的

な改善,や さ しい言葉でいえば,使 い易い コン ピ

ュータに しなければいけない とい うことです。使

い易い コンピェ一夕 とい うことは,人 間が行 う問

題 の解決手 法 とまった く同 じ手法が とれないだろ

うか,と い うことに もな ります。 もっと表現を変

えれば,コ ンピュー タが どこまで人間に近づ き う

るか,と い うところにまで帰着す るのだと思い ま

す。そ う考え ると,ど うして も人 間の知識 とか経

験 とい った ものを積極的に使 うものにならなけれ

ばいけ ない。結局,今 度は知的な改善 を しなけれ

ばならない,と い うことにな ると思い ます 。

先ほ ど淵 さんか ら,バ ラバ ラに見え る 研 究 も

その方向は結局は 同 じなんだ とい う話があ りま し

たが,ま った くその通 りなんですね。 ところが,

ど うも本質的な ところに問題 があ り,現 在 の コン

ピュータでは うまくいかない よ,と い うところが

あるんですね。その一つの例が,ソ フ トウエアの

危機です。盛 んに危機が叫ばれてい るんですが,

そ れを解決 しようとす ると,現 在の コンピュー タ

では も う無理です。 これは新 しい プログラ ミング

言語 の設計 とい うこともあ りますけれ ども,実 用

的 な意味で役に立つ よ うにす るためには,新 しい

基本的 な機能を持つ,新 しいアーキテクチ ャに も

とつ いた コン ピュータを考えなけれ ばならない こ

とが分 ってきま した。そ うい う立 場で新 しいアー

キテ クチ ャを考 えてい るわけです。

過去の遺産も生かす

相磯 ここで注意 しなければならないのは,い ま

までも新 しいアーキテクチャに取組もうとい う努

力は したと思いますし,あ る程度 していると思い

ますが,そ れがあまりドラスティックには表われ

てきていない。どうい うことかといいますと,過



去に蓄積 され た ソフ トウエアの遺産 と い う も の

が,ま るで使 えな くなって しま うのではないか と

い う心配です。 ところがそ うい うものが ,最 近の

コン ピュータを取巻 くいろいろな技 術で
,か な り

保証がで きるとい う見 通 しがついてきた,と い う

ことです。 ですか ら,私 どもが新 しいアーキ テク

チ ャに取組 もうとい う前提は何か といい ます と,

過 去 の膨大 な遺産 を使え る とい うこと。使えなけ

ればやは り新 しい アーキテ クチ ャにはな らないの

だ,意 味がないのだ,と い う立場 で実 際にや って

い るんです。

で,こ れ までの もの とどこが違 うか とい うこと

ですが,一 言 でいえばす でにみ なさんお っ しゃい

ま した よ うに知識情報処理のサポ ー トが実際にで

きるか ど うか,と い うことだろ うと思い ます。

ですか ら,も ういち ど申 しあげ ます と,ア ーキ

テ クチ ャの立場 では,一 つは開発 のシーズ として

ハ ー ドウエアの技術
,な かで も起LSIの 技 術を

ベースに して,そ れ を上手に取込んでいけば,ま

った く新 しい コンピュータがで きる可能性があ る

とい うこと,も う一 つは,新 しい応用 分野,ニ ー

ズか ら知的な機 能を支 えるに は どうした らいい の

だろ うか,と い うこ とですね。逆に新 しい アーキ

テ クチ ャが できなければ,そ うした新 しい機能 も

うま く働かない とい う立場です。

それか らも う一つ,そ れ らの ものを実際 の コン

ピュー タに まとめあげるためには どうした らいい

のか,と い うこ と。 これが いまいわれてい る分散

処理 の技術ですね。

まあ,こ の三つが ダイナ ミックに結合 して新 し

い コンピュータにな ってい く,と い うよ うに我 々

は考えてい ます。

llこ麟 照灘瓢lll

幅 広 く学際 的 に

山本 日本における従来のナショナル ・プロジェ
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ク トとい うのは,ど うもハ ー ドウエアの プロジェ

ク トが多か った よ うに思い ます。 ところが,先 生

方のお話を総合 します とこの プロジェク トはハ ー

ドウエアだけでな く,ソ フ トウエアや アプ リケー

シ ョンな ども対象になっているのではないか
,と

い う気が します。 その辺は ど うなので しょうか
。

岡松 お っ しゃる通 りだ と思い ますね1と にか く

最初に申 しあげた よ うに,今 度の プロジェク トは

対抗す るものがな く,こ んな ものが欲 しい とい う

ところか ら始 まり,ど こに ニーズがあるのか とい

岡松壮三郎氏

うところか ら入 っています。 その場合,ハ ー ドウ

エアだけで な くソフ トウエア もか らんで くる
。そ

うします と,参 加す るメ ンバ ーも従来のよ うな情

報処理関係 とい うことだけ では いか な く な り ま

す。 自然な コン ピュータ,マ ン ・マシン ・イ ンタ

ー フェース とい うことにな ると
,か な り言語学 の

分野か ら解析 していかなけれ ばならない ことも起

って くるで しょ うし,人 間の心理的 な面か らもア

プローチ していか なければ ならない とい うことに

な ります。ですか ら参画す る人が広 く求められ,

しか もか な り学際的な部分がでて くる と 思 い ま

す。その意味で,こ れ までの よ うにハー ドならハ

ー ドウエ アの技術屋 さんが 集 ま
ってやればいい と

い うわけにはな りませ ん。開発体制について も新

しく考 えなければ いけ ません し,参 加者の ソース

も幅広 く求め ざるを得 ないので取 りまとめがなか
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なか大変になるのではないかという気が します。

この2年 間,一 方では幅広い議論を展開しなが

ら一方ではそれをまとめていくとい う方法でやっ

てきたのですが,こ れから開発とい うことになり

ますと,も う一段の絞 り込みが必要ではないかと

思います。

90年 代 の コン ピュータ

山本 第5世 代 コンピュータは,1990年 の初めに

最初 のプロ トタイ プがで きるとい うこ とですが,

こ うい う新 しい コンピュ'一タが90年 代 の主流 を占

めてい くのか。 また,こ れ までの ものが まだまだ

主 役の座 を占め るのか。その辺 りの見通 しはいか

がで し ょうか。

元 岡 い まの コンピュータの性能面で の要求は年

間20%程 度 の割合で伸びています。一方では,コ

ン ピュータの値段は,そ れ よりもはるかに速い ス

ピー ドで安 くな ってい ます。 そ うします と,い ま

の コン ピュータの応用分野だけを考え て い く と

情 報産 業は どん どん衰退 してい くだ ろ う。おそ ら

く10年 後には10分 の1ぐ らいになって しま うだろ

うと考 えられ ます。 しか し,誰 もそんな ことを考

える人 はお りませんで逆に,コ ンピェータは90年

代の 日本 の基幹産業に なる と考 えてい ます。 この

二 つを考えてみる と,90年 代 の コン ピュータの応

用分野の中で,い まの応用分野 と同 じ分野 の占め

る割合は,そ の時代の応用分野の数パーセン トし

か 占めていないで しょう。 したが って,そ の時代

に適 した コンピュータを作れ といわれれば,こ の

よ うな ものにな るで し ょう,と い うのが基本的な

発 想なわけです。

淵 委員会で も議論 された ことですが,90年 代 に

は第5世 代 コン ピュータと して我 々が議 論 してい

るシンボ リック ・プロセ ッサが半分 ぐらいを 占め

るのでは ない で しょうか。それに比べて,科 学 技

術用 の数値計算専用 プ ロセ ヅサは10%く らい じゃ

ないで しょうか。 少ない と思われ るか も しれ ませ

んが15年 後には コンピュータパ ワーが トータル と

して何十倍かにな ってい ると考 えれ ば,科 学技術

用で も,い まよ りず っと大 きなパ ワーを使 うこと

になるはずです。

そのほかに もいろい ろあって,残 りの中には過

去の遺産を引 きず っている ものもあ る。い まの第

4世 代以前のマシ ンも生 き残 ってい るで しょうが

これが5な い し10パ ーセ ン トぐらい。

例 えば オフ ィス ・オ ー トメー シ ョンな どの新 し

い応用分野 の広が りを考え ると,そ れを こなすた

めに,黙 っていてもシンボ リック ・プロセッサが

半分 ぐらいにはなっているだろ うと最近はい って

るんです。

山本 相磯先生,第5世 代 コンピュータはやは り

汎用を狙 うんだ と考えていいので しょうか。

相磯 そ うですね。淵 さんの ご説明 も,や は りい

ろいろな段階 を経 て,そ こに行 くんだろ うと私は

思いますね。ですか らそ の段階では共存 とい うこ

とにな るで しょうね 。例 えば,こ れか ら しば らく

す ると,こ れは近い将来だ と思いますが,素 晴 し

いパ ー ソナ ル ・コン ピュータがでて きて,そ のパ

ー ソナル ・コン ピュータに も知識 情報処理 のよ う

な機能 が どん どん取入れ られ てくる。その結果 だ

んだん と淵 さんのお っしゃるよ うな姿にな ってい

くんだ と思い ます。

しか し,そ こまで一気に行 くとい うことは考え

られ ませ ん。ですか ら私は,先 ほ どか ら の 知 識

情 報処理 とい う言葉 は,あ る意味ではナシ ョナル

・プロジェク トの性格がずいぶんでている表現 だ

と思 っているわけです。 しか し方向 としては絶対

に間違 っていない とい う自信はあ ります。 ライバ

ルも,お そ ら く我 々と同 じことを考え,や ってい

る と思い ますね。

元 岡 い まの汎用 コンピュー タとい うこ とですが

汎用 とい うの とは,ち ょっと違 うのではないか と

思い ます。

山本 汎用 の意味が違 うとい うことですね。

]



新 しい意味の 「汎用性」

元 岡 要 するに,こ うい うこ とで ないか と思 うの

です 。それ ぞれが こ ういった種類 の コン ピュータ

が欲 しい とい うことが あ り,そ うい うものを提供

で きる コンピュータ技術 を持つ とい う こ と で す

ね。全体 と しては確かに汎用 性はあ るわけ ですが,

個 々のユーザ ーの要求が 当然違 うわけ で す か ら

ね。 いままでの汎用性 とい うのは,ど ち らか とい

うとハー ドウエアか らみ ると同 じコンピュータを

どんなユーザーにも使 ってもら う,と い うことな

んです。

山本 それ を無理 して使 う。(笑)

元 岡 ええ,そ うい う意味 での汎用では ない とい

うことです。 いろんな種類 の要 求に応 じることの

で きるシステムで,必 ず しもハー ドウエアが全部

同 じでな くて も組合わせ によってすべ ての要求に

対応 で きるシステムを提供 します よ,と い うこと

なんですね。

淵 も う一つ補足 します と,例 えば 自然言語が扱

え るよ うになれ ば使 う方か ら見れば便利 になった

とい うことが あ ります。 この場合,使 われ るメカ

ニズム とい うのは,実 は自然言語 だ け じゃな く

て,高 度 な情報検索 だとか,そ うい った ものをひ

っくるめた もう一段 レベルの高 い論理機能に なっ

て くるわけですね。 いまの コンピェ一夕で汎用 と

い うとぎ,ど こを指 しているのか判 らない とい う

問題 があ りますけ ど,少 し無理すればい ろい ろな

利用 ができる とい うことが汎用 だ とい う定義を と

るとすれ ば,第5世 代 コンピュ・一タのほ うは,推

論な どを組込 みますか ら,も っとナ チュラル な意

味で汎用 になる,と い えると思い ます。例えば,

コ ンパイ ラー つ作 るに しても,い ま苦労 してい る

何十分の一 かでできるとい った汎用の とらえ方 も

あ るとい うことです。

岡松 も う一 つ敷桁 させ ていいます と,先 ほ どか

ら先 生方 のお っしゃられ るよ うに第5世 代 コンピ

ェ一夕のイ メー ジとい うものが あるわけ ですけれ
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ど,そ れは1990年 に 出来あが って くるプロ トタイ

プですべて実現 され ることではな く,む しろそれ

を一つの出発 点 として,そ こから段階 を踏んで最

終 目標に到達す るんだ と思 うんです。 したが って

第5世 代 とい うのは一 つの コンビ=一 タで な く,

コ ンピュータ群 ではないか とい っているんです。

これ は星雲み たいな もので(笑)遠 くか ら見 ると

一つに見 えるが近づ いてみ る と無数 の星か らな
っ

てい る。 そのなか で巨大 な ものは政府が援助 して

作 るが,そ の他の無数 のものは各企業が開発 して

い くような もの もあるわけです。 これが総体 と し

て第5世 代 コンピュータ といわれ るの もを形成す

ることになる と考 えてい ます。

元岡 大 事なポイ ン トだ と思 いますね。 ここで取

上げてい る知識情報処理 システム とい うものは,

1990年 の 初頭 に完成す ると思われた のでは困 るわ

けです。あ くまで も第一 ステ ップなんですか ら。

人間 まで含め るとすれ ば,そ れ こそ無数 のス テ ッ

プがあ るわけで して,そ の うちの第一ス テ ップか

第ニ スチ ップまでを1990年 まで にや るとい うこと

なのです から……。

照1醗 懲 暢翻 翻1}酬

日本人の創造性

山本 少 し話を変えて,岡 松課長からち ょっと話

がでました開発体制あるいは我が国の開発力とい

った ことに移 していきたいと思います。従来,日

本人は未踏技術の創造性に欠けているといわれ,

日本人自身もそう思い外国人もそ う見ているとい

うことがありますが,こ のプロジェクトではまず

その壁を突き破らなければならないの じゃないか

と思 うのですが,そ れができるのかどうか。元岡

先生いかがですか。

元岡 基本的には,日 本人はそ うい う能力を持っ
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ていると思います。 しか し創造性を引出す とい う

場合,や は り引出し易い環境にその人間が置かれ

るかどうかが非常に大きいことだ と思います。引

出すにも,そ うい う環境を作 って研究者なり技術

者を置くことが大事なのです。その意味からいう

と,い ままでの日本のおかれていた環境は,追 従

型の技術開発だったわけですが,そ の中でも,結

構いろんな意味での創造性が働いてい る ん で す

ね。ただ,あ まり大 きな面での創造性でなかった

がゆえに評価されていなかったという面があった

と思います。 しか しこれも,追 従 しながら大 きな

開発をするとい うことは矛盾するんですね。(笑)

ですからデカい目標で向かっていけばそれな りの

創造性が出るだろ うと思いますね。

失敗の評価 と教育 ・訓練

それにもう一つ,失 敗に対してどうい う評価を

するか とい うことがあります。これも大きな問題

です。 もちろん成功するのがいいに決まっていま

すが,失 敗に対しても,客 観的に考えて合理的な

ステップをとった うえでの失敗なら,そ れはそれ

で貴重な財産であるとい う評価を下せるような体

制が必要なのです。もちろん,優 れたものが出て

きたときに正 しく評価する体制もなくてはならな

いのは当然です。

相磯 もう一つ我々大学の立場からみて,少 し訓

練(教 育)も た りないのではとい う気がします。

大学の教育もそ うです し,現 在の学校教育を見て

いると入学試験のための教育といった型にはめた

教育のような気がする。 もう一つは,近 代エンジ

ニア リングとい うものがきちっと理解 されていな

いのではないで しょうか。

昔のエンジニアリングは,理 論でがっち り形づ

くられ比較的サイエンスの分野でまとまっている

感じでしたが,今 日のようなシステムということ

になると社会学だ心理学だ とい う分野にも入って

くるわけで,少 し近代エンジニアリングの捉え方

に対する理解が不足 しているように思います。で

すから概念形成に対する評価がきちっと確立して

いないように思います。
^「 ば

相磯秀夫氏
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可能性を自から立証

山本 今度の第5世 代プロジェクトがちょうどい

い訓練の場になるとい うこともいえますね。

元岡 次世代産業基盤技術の確立とい うこ とが

ありますが,あ れは結局,素 子技術だけでシステ

ムに対する配慮とい うのがなされていないわけで

すね。いまのテーマはそれにつながるのだと思い

ますが基盤技術イコール素子の技術だということ

は,な んらかの形で打破する必要があ りますね。

山本i基 礎技術の研究には国が金を出すが,そ こ

から先は企業がや りなさい,と いう姿勢があった

のではないでしょうか。

元岡 そ うなんですね。その基礎研究がイコール

素子研究となんとな く暗黙の定義になっている。

山本 岡松課長,そ の辺いかがですか。

岡松 ち ょうど昨年3月,80年 代の通商産業政策

ビジョンが出たのですが,そ れによると,ま ず 日

本もGNPが 世界の10%を 占める経済大国になっ

た。経済大国としての国際的貢献をしていかなけ

ればいけない,ま あ,衣 食足 りて礼節を知らなけ

ればならない時代になったといってい るわ け で

す。他方わが国は資源の乏 しい,い わゆる資源小

国である。この資源小国が生きていく道は何かを

考えると技術 しかない。いってみれば必要は発明

の母という話で,わ が国は資源小国としてそれを



技術で克服 していかなければならない,と 指摘 し

ています。

防衛ただ乗 り論 というのがありますが,最 近,

アメリカの方から技術開発ただ乗 り論みたいなも

のが聞こえてきています。(笑)た しかに彼らから

みると日本人は,「 出来た」とい うニュースがあ

ると 「ああ,や っぱ り出来 るのか」 ということで

後からついてくる。まず,出 来る,と いうことを

自ら最初に実証すべきではないか,と い う話があ

るわけです。

まあ日本人の創造性云々とい うのも,私 はやは

り無いのではなく,こ れまで人的資源のアロケー

ションが どっちの方向に向っていたか,と いうこ

とではないか と思います。いまのように経済大国,

資源小国 とい う大問題がでてきて,こ れを解決す

るのはもう技術立国 しかないとい うことを国の方

針の一つとして打出していけば,ま た人の流れが

変ってくるのではないか と思います。

確かに技術開発に対する国の負担割合は,外 国

に比べて非常に低水準で他の先進国が20～30%な

のに,わ が国は1.5%以 下だ。最近ようやくその

必要性が理解され56年度の政府予算大綱の中に技

術開発 という言葉が入って,よ うや く国が技術開

発を進めなければいけないんだ,と い う認識にな

ってきた,と いえると思います。ようやく腰が坐

ってきたとい う感 じが します。情報処理関係の技

術開発予算が56年度から新規に3本 スター トする

のですが,第5世 代 プロジェク トはその3本 柱の

一つとなっている。これについては国もかなり腰

を入れてやってい くだろ うと思います。

制度の改善 ・環境の整備

山本 なにか制度的な障害があるようにも聞いて

お りますが。例えば国立大学の先生方に,フ ルタ

イムの研究者 として研究に当っていただくことは

非常に難かしい,と いうことがあります。この辺

の打開策 というのは可能性があるので しょうか。

岡松 そ うですね。まあ,ど うい う開発体制を組む
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かとい うことにつながってくるのですが,い ま申

しあげたようにナショナル ・プロジェクトとして

やるとい うことにな りますと,ま さに国の最高頭

脳を結集 して体制を組 まなければいけないし,何

かそこに制度的な障害があれば解決 していかなけ

ればならない と思います。

ただ,実 際問題として生身の人間の話 とい うこ

とになるとなかなか空で議論していられないとこ

ろがあるわけでして…。(笑)難 か しさはあります

が,国 がはっきりとした方向を打出すとい うこと

が大事 じゃないか と思います。始めてはみたが年

度が変ると方針が変ってやめるといった腰の坐ら

ない話では,貴 重な時間をさいて協力できるかと

い う疑念が出てくるんですね。ですから確固たる

方針を打出すことが第一,そ れに何か制度的な問

題があるとすればこれを解消 していくとい うこと

ですね。

ご畷
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躰 欣子氏 メ ズ

山本 淵さん,こ のような創造性や開発体制につ

いてご意見いかがですか。

淵 創造性を発揮するのにはもともとの素質とい

うものも大事だと思いますが,元 岡先生のいわれ

たように環境 というのが大事ですね。うちの研究

室なんか何十人からの研究者がいますが,能 力的

には同 じようでも,興 味のあるテーマに出会えた

者はかな りの力を発揮 します。結局おかれた環境

によるわけなんですね。だから日本の場合,研 究

者がおもしろくて しょうがないとい う環境ができ

れば,か なりの力を発揮すると思います。



16

例えば数学的な能力なんか日本人 もアメリカ人

も変 りませんよね。独創性に関しても日本人だっ

て捨てた もん じゃない し,相 当にいい仕事をする

のじゃないで しょうか。まあ,こ れまで戦後の時

代とい うのがずっと続いていたわけで余裕な しに

苦労 してきたわけですが,よ うやく,い ま時期が

きたといえるのじゃないかと思います。

山本 研究を推進する一方では,や はり評価 とい

うものをうまく取入れてい く必要があ りますね。

元岡 評価とい う場合,だ れに対する評価かとい

うことがありますね。研究者に対する評価かある

いはプロジェクトに対してか,と か。

山本 主にプロジェクトに対する評価ですね。

元岡 これは,絶 えず評価することが 大 切 で あ

り,や らなければならないのですが,神 様がいる

わけではありませんからね。(笑)ま た,プ ロジェ

クトが独創的であればあるほ ど評価は難か しいで

しょうね。 しかしこのプロジェクトに限っていえ

ば,た ずさわっている者が独善的にならないよう

に,ユ ーザーとかプロジェクトに直接関係してい

ない専門家みたいな人から絶えず評価を受けて,

中で常に反省の材料にするということでやってい

くのがよいのではないでしょうか。

評価自身も研究課題

山本 ある目的のために,ま った くちが うグルー

プがパラレルにやって結果を突合わせて比較評価

するということはできないので しょうか。

元岡 それはある程度やらなければいけないで し

ょうね。いくつかやってどの方式がいいか判断が

ついたところでやめればいいわけですからね。つ

かない場合は,並 行 してやればいいのですから。

山本 アメリカの国防省のADAの 例などではい

くつかのスペックを出させてそれを比較 して何か

一つを選ぶとい うことがある。その点,日 本は比

較とい うことがないように思 うのですが……。

相磯 直接評価 ということになるかどうかわかり

ませんが,評 価ができるような環境づ くりがやは

り必要なのではないかと思います。

元岡 そ うなりますと四つなら四つ出た うちのど

れを選ぶかということ。評価といわれましたが,

むしろ,そ れ 自身が研究課題 ということもありま

すからね。

岡松 これまでもいろんなプロジェクトに国のヵ

ネが出ているわけですが,ス タートするときは必

ず途中で評価 してうまくいかない場合は見直すと

かするとい うことでスター トするのですが,実 際

には,途 中で評価してやめたとい うケースはあま

り聞かないんですね。(笑)しか し,こんどの次世代

産業基盤技術の開発では競争的開発をやらせて途

中で評価するという話にはなっています。アメリ

カでは,最 初9本 始め,こ れを3本 に絞 り最後に

1本 とい うふ うに見事にやっているようですが,

どうも何かにつけ黒白をつけるというのはあまり

日本的 じゃないんですね。

元岡 ただ研究課題のレベルでは見直 し,打 切 り

もあります よね。

岡松 むしろ,い ままで出来なかったからやれな

い,あ るいはやらな くていいとい うのではなく,

例えば途中でやめる勇気がなければ新 しいことは

出来ないとい うことだと思います。いずれにして

も大きなプロジェクトをやってい くとすれば,こ

れからは何らかのアセスメントの機構をつくらな

ければならないと思います。

二離醗懸 場励磁㎜}}

ワール ドワイ ドに推進

山本 では最後に国際協力とい う問題を少 しお話

いただきたいと思います。

岡松 この第5世 代のプロジェクトは他のプロジ

ェクトと違って非常に外国からの取材が多い。外

国のコンピュータ会社の方,外 国の専門雑誌の特

派員の方などが多いとい うことは,そ れだけ関心

一



を持 たれ ているか らで しょうし,国 際的貢献を期

待 され てい るのだ と思い ます。それだけに今後の

進め方が問題にな るのですが,一 つには ニーズを

考え る場合に 日本だけでな く世 界の二〃ーズを先取

り してい く形 で開発 してい く,世 界 と意見 を交換

して ワール ドワイ ドに進め てい くのが この段階で

必要 なことでは ないか と考えてい ます。商売の感

覚でいえば,そ れが世界の マーケ ットに もつなが

ってい くとい うことにな るわけ ですね。

ただ注 意を要す るのは,世 界 のマーケ ッ トを調

べて,す べていた だき,と い うのではな く,技 術

の トランスフ ァーを行 うとか ,あ るものについて

は外国に開発を分担 して もら うとか,経 済大国 と

しての ビヘイ ビアがなけれ ば,い け な い と 思 い

ます。 この プロジェク トは,そ の意味 で国際協 力

を行 える最初 のケースにな り得 るのでは ないか と

も考 えています。

国際協 力に もいろんな段階があ るわけで,こ の

プロジェク トは56年 度中には,わ が国で調べた第

5世 代のイメ■一・一ジ とい うものについて欧米 の同 じ

よ うな研究 開発 を している専 門家 と国際 シンポジ

ウムを開 いて意見交換をや ろ うとい う計画を進め

てい ます。 フ ァース トス テ ップと して専門家同士

の意見交換か ら入 ってい くとい うことですね。

国際的な場で議論

元岡 私 もそう思いますね。基本的には,世 界の

情報処理技術の進歩に貢献することが国際協力そ

のものなわけです。ですから具体的には国際会議

出席 して積極的に発表す るとか国際シンポジウム

を行 うなどしてその成果を伝える努力をすれば,

いいのだと思いますね。個々には,小 さなことで

一緒にやったほ うがいいとい うメリ
ットがはっき

りしたものは,ど んどんやるべきですし,現 実に

もありますね。また,外 国の専門家で創造性のあ

る人をメンバーに加えるということも効果が大き

いで しょう。

相磯 私の立場からいいますと,我 々の研究を国
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第5世 代 コンピュータのイメージと課 題口口口

際的な場で,き ちっと発表することを義務づけた

ほ うがいいのじゃないかと思います。 日本の将来

にわたっての姿勢を示すこともあり,研 究内容を

公表 しても決 してマイナスになりませんから…。

山本 国際協力とい う場合,や は り相手は先進国

と考えていいのですか。

岡松 技術的なことを考えると先進国とい うこと

になりましょうが,発 展途上国のニーズを調査す

るなどの形の交流 も考えられるとは思っているの

ですが……。

元岡 私は逆に考えています。優秀な人を日本に

呼んでこのプロジェクトに加わってもら うとい う

点ではむ しろ東南アジアや中国などの優秀な人に

来ていただくとい うのがいいと思います。

岡松 それはおもしろいですね。

ムー ドの盛 りあげを

山本 最後にひ とことずつつけ加え ることな どな

どあ りま した らど うぞ。

相磯 やは りここまでや ってきた のですか ら国家

プ ロジェ ク トとして,ほ ん と うにいい成果をあげ

た い と思い ますね。

元岡 相磯先生 もいわれ ま したがアーキテ クチ ャ

を新 しくす るとすれ ば従来 のアーキテ クチ ャの経

験 を忘れ るべきでない とい う強 い思想 もあ るとい

うことをいっておきたいですね。 も う一・つは こ う

い う大 きなプ ロジェ ク トにな ると,最 近問題 がで

てい るシス テムの信頼性 も重 視 したい,と 思 いま

すね。

淵 第5世 代 コンビュー一夕は ソフ ト中心 と誤解 さ

れ ている面が あ りますが,こ れは,ソ フ トウエ ア

もハ ー ドウエ アもともに融合 した新 しい形にな り

得 る見込みがかな りでて きてい ます。 これは歴 史

的にみて も画期的 な ことだ と思 い ます。 うまく実

現 させたいですね。

岡松 ターゲ ッ トを創造 してい くとい う第5世 代

の プロジェク トを考える と,タ ーゲ ッ トを創造 し

なが ら到 達点 に達す るこ とも大事ですが,そ の プ
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ロセス も大事 なのではないか,と い う気が します。

ですか ら,こ れか ら開発 プロジェク トを組 んで い

く場合に も,国 内,国 外 ともに盛 上が るよ うな,

資 料1. 第5世 代 コン ピュー タ ・システ ム の概要

人間系

(応用システム)

モデル系

(ソフ トウェア・システム)

知的プログラミングシステ ム

周 りに も気 くば りのあ る体 制,開 発 を していきた

い とい うことです。

山本 ど うも,あ りが とうございま した。〈終 〉

第
博
・熱

腸
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知識ベースシステ ム

橿

嘉
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・蹴 ・龍 塑
繍 マシン ↓

科学計算
一 吟一一 ーー 一 で

マ シ ンt

知 識A"一 ース1

・シン ー{㌘ ㌻
1

グ ＼、
第4世 代マ シンとの 、、

イ ンターフェイス

資 料2.

● 基本応用 システム

●機械翻訳 シス テム

●質 問応答 システム

●音声応用 システム

●図形 ・画像応用 システム

●応用問題 解決 システム

●基礎 ソフ トウェアシステム

●知識ベ ース管理 システ ム

●問題解決 ・推論 システム

●知的 インタフェース ・シス テム

●新 アーキテクチ ャ

●述語 論理 マシ ン

●関数型マ シン

○関係代数マ シン

●抽 象デ ータ型マ シン

●データフ ロー ・マシン

●新 ノイマン ・マシン

第5世 代 コンピュータ ・システム研究開発課題

●機 能分散アーキテクチ ャ

●機能分散アーキテ クチ ャ

■ネ ヅトワーク ・ア ーキテ クチ ャ

●データベ ース ・マ シン

●高速演算 マシン

●高度 マ ンマシ ン ・コ ミュニケーシ ョン ・シス

テ ム

●VLS1技 術

●VLSIア ーキテ クチ ャ

●知的VLSI-CAD

● シ ステ ム化技術

○知的 プ ログラ ミング ・システム

●知識 ベース設計 システム

●アーキテ クチ ャ関連 システム化技術

●デ ータベースお よび分散 データベース ・シス

テ ム

●開発支援技術

●開発支援 シス テム

れプへ へ
※本号座談会では,上 記の5氏 の他,社 会環境

条件研究分科会の主査,唐 津 一氏(松 下通信工

業㈱常務)の ご出席を予定 していましたところ,

同氏は折から海外出張のため出席できなかったこ

とをお断 りします。(編 集部)
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100%処 理 を 目 指 し て 快 走

国鉄のコンテナ情報システム

"エ ポ
ッ ク ス 、

東京 ・国立市の国鉄コンピ ュータセンタービルにある国鉄の中央情報システム管理セン

ターでは,現 在次のシステムが稼動 している。

①マルス105(指 定券自動発売システム)

②マルス202(団 体予約システム)

③マルス150(指 定券電話予約システム)

④フォックス(快 速貨物情報システム)

⑤エポックス(コ ンテナ報報システム)

⑥ダ ックス(デ ータ交換システム)

これらのシステムは,全 国に配置された端末機と同センター内の中央処理装置とを通信

回線で結んだオンラインシステムである。

国鉄のコンピュータシステムは,昭 和35年2月 にさかのぼる。東京駅構内でマルス1の

営業を開始 したのがその第一歩だ。その後,時 代を先取 りする形で各種の業務のコンピュ

ータ化を推進 してきたわけだが,今 回は,コ ンテナ貨物時代に対応 して導入された ミエボ

ックス.の システムの概要 と開発,運 用について紹介 したい。

シ ス テ ム の 概 要

こエポ
ックスミ とい う名は,コ ンテナ報報 システ

ム(Effectua1Planning&OperationofCon-

tainerSystems)の 頭 文字を組合わ せ たEPO

CSか ら命名 され てい る。

この システ ムは,全 国の コンテナ基地 に端 末機

を設 置 し,鉄 道 と トラックに よる集 配作 業を含 め

た コンテナ輸送 を コンピェ一夕によって把握 し,

発 着基地 および荷主 に適切 な報報 を リアルタイム

システムで提供す るのがね らい だ。 コンテナの荷

主受付か ら配達 までを コン ピュータシス テムで一

元的 に管理 し,ユ ーザーサー ビス と輸送 の効率的

運営 を実現 しよ うとい うわけで ある。

エポ ックスは,次 の ステ ップで運営 され る。

① まず荷主は,発 送 日の1週 間前か ら運送の申

し込みがで きる。
し

②申 し込み情報は,端 末機でセンタ ーに 送 ら

れ,受 付の可否が瞬時に判断され,受 付が可能な

場合は,集 荷に使用する受託伝票が発行 され る。

この伝票に従 って集貨が計画的に実施 され,指 定

された日に確実に発送 される。また発送の翌 日に

は,発送個数 とコンテナ個 々の運賃,料 金を計算 し
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て清算用伝票(発 送原票)が 発行される。これが

集貨と発送のステップだ。

③次は到着と配達の段階である。発送 された コ

ンテナ情報から,翌 日到着するコンテナを列車単

位,コ ンテナ車の編成ごとに各基地に確認情報と

して知らされ,到 着駅では,こ れをもとに して到

着確認を行 う。また,配 達作業に使用する引渡伝

票を発行する。こうして国鉄の窓口に入ったコン

テナは,全 国を運ばれてい く。

事故や災害などによる列車の運休なども,そ の

つど入力されて各駅の端末に通報され,そ の列車

に対する受付停止がただちに指示される。

さらに,販 売輸送の管理資料もシステム管理 さ

れる。荷主,受 託人との清算事務に使用する諸帳

票は,日 毎,月 毎にまとめて出力し,各 駅で発送

到着実績も列車別に出力する。

なお,シ ステムの取扱い時間は,6時 から24時

までとなっている。

ユーザー主導の開発思想

ミエボックスtが 営業を開始したのは,昭 和51

年2月16日 である。

「システムの開発を考えはじめたのは,昭 和47年

から48年にかけてで した。ち ょうどコンテナ時代

の始まりと時を同じくして取 り組みの気運が高ま

ってきたのです。」

中央情報システム管理センターの小島武三シス

テム第二課長によると,そ の取組みは比較的早か

った。

スター ト当初の規模は,16基 地で端末機が145

台。対象列車は18ル ートで,1日 のコンテナ扱い

量が約500個 。全流動数の7～8%。 まだまだシ

ステムがその緒についたといった状況であった。

マルスをはじめとして,シ ステム開発の経験 も

豊かであったが,そ れまでのシステムと違 うとこ

ろも多く,そ れな りの苦労も少なくなかったと小

島課長 と同センター佐藤久員運用第二課長が こも

ごもに語 っている。

例えば,マ ルシステムの指定券販売などと違っ

て貨物輸送の受付から到着までの間を一貫 して処

理 しなければならないわけで,マ ルス以上に 「き

めのこまかいサービス」が必要であ り,シ ステム

としてその命題を全 うしなければならない。

また,ヤ ー ド自動化システム(YACS)と も

つながるシステムであることから,両 システム間

の調整も十分考慮 しなければならない。

「そ うはいっても,と りたてての苦労というもの

があったわけではありません。システム開発には

いつもそれな りの苦労とい うものはついてまわる

ものです し,シ ステム開発をやっている者の立場

からいえば,そ れはまたそれで楽 しい苦労でもあ

るのです。」(小 島課長)

それ よりも,シ ステム開発の最大のポイントは

どうい うシステムをつくるかという思想の決定に

ある,と い うのである。ある意味では,こ の方向

決定いかんがシステムのよし悪しを将来にわたっ

て左右する。システム開発の現場は,そ の基本思

想をどれだけ十分に表現 したシステムを作りあげ

るかであり,運 用の現場からいえば,い かにうま

くシステムを運用するか,と いうことが最大の視

点となる。

システムはその後,昭 和53年12月 と昭和55年10

月置それぞれ大幅なスケールアップがなされるの

だが,そ の段階でのシステム開発 と運用のほ うが

む しろたいへんだρたとい う。

「システムのレベルアップ,ス ケールァヅプとい

う場合は,す でに稼働 しているシステムをダウン

させないままに新 しいシステムに移行 していかな

ければならないとい う宿命がいつもつきまとう。

いかにスムーズに作業を進めるかが苦労といえば

苦労でした。一つ一つシステムをチェ ックし・司

令塔と現地 とで常に緊密に連絡をとりなながらシ

ステムを開発していきました。オンラ イ ン テ ス

ト,営 業テス トも厳 しく行って今日に至ったとい

うことですね。」(佐 藤課長)

システム開発で最も注意と力がそそがれたのは
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ユーザー密着 思想 の実現 と
,緊 急事態 な どによる

ダ ウンの危険 からいか にシステムを守 るか,万 一

の ときの対応,適 応性 をいかに賦与す るか とい う

点 であった。システ ム設計にあた っては,い かに危

険性 を分散 させ るか,リ カバ リーのス ピー ドア ッ

プをいか に して実現す るかが追求 された とい う。

「この10年 間,常 にそ うした テーマを追求 して き

た とい っていいで しょう。い までは,万 一の突発

事故 の場合で も,短 時間に シス テムを正常に戻す

ことがで きるまでにな り,一 応 の 目標は達成 で き

た と思 ってい ます。」(小 島課長)

90%の 処理体制が確立

昭和55年10月 の システムの改善が実現 した こと

で ミエボ ックスこは,コ ンテナ輸送 のほ とん どを

システムの中 に取込んだ といわれ る。佐藤課長の

言葉 によれば 「もはや エポ ックスを通 らない コン

テナ輸送はあ り得 ない。」 とい うことにな る。

そ の足 ど りを追 ってみ よ う。

昭和53年12月 の ス ケール ア ップ作戦で,基 地駅

は一一・savc5S駅 とな り,端 末機の数は322台 に なっ

た。その結果,シ ステ ムに組み込 まれ た列車数は

86,ル ー トは170に ア ップし,1日 当た りの コン

テナの取 り扱い量 も3,000か ら4,000個 平 均 にま

で達 し,シ ステ ム化率はお よそ50%に 達 した。

では,昭 和55年10月 の システ ム改善では どうな

ったか とい うと,主 に中継機能 を充実 させた機能

面 での レベルア ップの結果,73駅,378台 で5,000

個 体 制が 固ま り,ル ー ト数 では1,500の 大 台にの

ぼ った。

「これで90%処 理 の体制がで きま した。今後は輸

送ネ ッ トワークとい った ものを構築 してい くとい

うのが テーマにな るで しょう。」(佐 藤 課長)と

い うのが今後の展望であ る。

(取 材協力:運 輸省情報 処理 課,国 鉄情報 シス

テ ム部,国 鉄中央情 報システ ム管理 セ ンター)

● コー ヒ ーブ レー ク● 「27キ ロか ち歩 き大 会」 長 内 正 治

日本三景の一つ といわれる名勝松島。 この地ま

で仙台か ら歩 こうとい う催 しものが開かれたので

参加 してみた。

松島には幾度 も出かけた。ある時は遊覧船で,

ある時は花火大会を見るために。 しか し天下の名

勝を歩いて見たことはない。

歩いて見るとい うことは,じ っくり見ることだ。

数々の島々。さまざまに移 り変 る島の雰囲気,海

や空もきっときれいなことであろ う。そんな夢を

見ながら松島へと急いだ。

仙台一松高間は27キ ロ。昔の距離 に した ら8

里,こ んな長い距離を歩いてみ るのもよかろ う。

27キ ロ歩いている途中は,食 ってはいけない,飲

んではいけない,走 ってはいけない,た だひたす

ら歩 くのである。

天候にめぐまれてラッキーであった。参加者の

全員を全 く知らない。知人一人もいない中だが,

同じ歩幅で歩いている人とお しゃべ りをしながら

進んだ。 ゼ ッケンは 「27キ ロ」を書かれてい く。

道の途中で,お かみ さんの よ うな人か ら 「がんば

ってね。」 と激励 された時は とて も嬉 しかった。

疲れた らジュース ぐらいは飲みたい の だ が ダ

メ。昼 メシも食いたいがそれ もダメ。9時 に出発

して,5時 間25分 か か ってよ うや く松 島 へ 着 い

た。順位 はなん と122位 。190人 ぐ らいの参加者

だか ら後尾 の方 だった。

「完歩証 明書」を もらいに 出た ら,拍 手が起 つ'

た。途 中,い ろい ろと語 りあ った仲間が私の こと

を喜 んで くれた のだ。一度 も逢 った こともない青

年か ら拍手 をもらった ことは本当に嬉 しい こ と

だ。27キ ロの中で,一 番思い出に残る ことば,や

は り松島海岸の美 しい風 景を眺めなが ら,苦 しく

とも歩いた ことだ。本当にす ばら しい経験 を した

ものだ。今,あ の仙 台一松島27キ ロ飲 まず食わず

かち歩 き大 会を懐 しく思い 出 してい る。(お さな

い ま さじ ・東北電 力㈱情報 シス テム室)
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韻サ・ン◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

旅行情報の総合的管理を目指して

(株)日本交通公社 事務システム部

島 根 慶 一

当社は昨年 くTRIPS¶"(注)

と名付けた総合的旅行管理システ

ムを完成 しました。これを機会に

旅行業のシステムが持つ機能の概

要 と特性について,若 干ご紹介さ

せて頂 きたいと思います。

当社は創業以来ほぼ70年 にな り

ます。この間旅行あっ旋を業 とす

る当社にとって,お 客様のご要望

に遭った旅行を如何に的確かつ迅

速,正 確に手配 し回答するかは常

に営業の中心課題であ りました。

ご承知のように,旅 行は主に宿

泊,食 事,乗 物,見 物から成 りま

すが,そ の内容は極めて多岐にわ

た ります。宿泊でいえば旅館,ホ

テル,国 民宿舎から始まり,ペ ン

シ ョン,貸 別荘,モ ーピレヅジ,

社寺宿坊まで当社が契約 している

分だけで5,900箇 所に及びます。

運輸機関では国鉄,私 鉄,航 空,

船舶,観 光パスなど1,300社 。そ

の他入場拝観,食 事などの観光施

設2,300箇 所が対象にな ります。

こうした施設 と運輸機関は所在地

が全国に散在 している上,予 約管

理の方法や運賃体系などが各々異

なっています。

旅行を希望するお客様 と,関 連

する施設,運 輸機関の間に立って

双方に必要な情報を正確,迅 速に

伝えることこそ旅行業の使命とい

えます。

さて具体的な機能ですが,旅 行

の手配はωメヅセージ交換,② 在

庫予約,㈲ コンピュータ結合,の

3方 法により行われます。

「メッセージ交換」は,旅 行の

お申込みを受けた支店が手配を担

当する支店へ手配を依頼する際利

用す るもので,当 社支店230箇 所

の専用端末相互間で1日 当 り約2

万 通 のメ ッセージが 自動交換 され

ています。

「在庫予約 システム」 とは,申

込 みのある都度関係箇所へ手配依

頼 をす る代 りに,自 社内に前以て

必要な客室,座 席 を 「システ ム在

庫」 と して保有 し,需 要発生の際

は これ ら在庫を提供す ると共に,

該 当機関にはそれを利用す るお客

様 の情報 を通知す るものです。 こ

の システムでは,宿 泊(3,000軒,

1日 当 り50,000室),私 鉄 ・バス ・

船 舶(60社,900便,1日 当 り60,

㎜ 席),企 画商品(パ ッケー ジ旅

行,6,400コ ー ス)の 在 庫を管理

してい ます。

「コンピュータ結合予約」 とは

運輸機関の コンピュータと当社の

◎⇔◎◎◎◎◎◎◎◎⑤◎⇔◎⇔◎◎

一ー一_一__一 画
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◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎
コンピュータを中継装置を介 して が特定時期の特定時刻

,即 ち運輸

結合す ることにより,自 社 内 に 機関の発売時刻に集中することが

「在庫」を持たないで同様の 目的 挙げられ ます
。毎朝9時30分 から

を達するものです。過去JAL,航 空3社 の1ヵ 月前発売が開始さ

ANA,TDAの 航空3社 ,関 西 れ,続 いて10時 から国鉄の予約受

汽船,近 畿日本鉄道,京 阪バスと 付が開始 されます。お盆を中心と

結合 して来ましたが,昨 年8月 に した夏休みや年末年始の発売時刻

は念願の国鉄マルスシステムとも には,当 社支店ではお客様から承

結合 しました。 こうした結合方式 った山のような要望に一つでも多

により実際取得する座席数は,1く 答えようと,約1,000台 の端末

日平均30,㎜ の席に達 します。 から秒を争って一斉に予約要求を

昭和55年1月,冒 頭にある新 シ 行います。国鉄等については発売

ンテムに移行すると同時に,旅 行 日当日の混雑を緩和するため事前

に必要な各種クーポンをシステム にお客様の申込内容をシステムに

により自動発券することとしまし 登録 し
,発 売日にはシステムが自

た。当初は旅館券,ホ テル券,航 動的に予約を行な うように してい

空券及び私鉄,バ ス,汽 船などの ます。 こうした事前登録済の件数

乗車船券で したが,そ の後国鉄と に端末からの入力呼を加えると
,

のコンピュータ結合により国鉄関 発売時刻には
,10分 間で最大6万

係の各種券片を加え,現 在 約190～7万 通を越える予約要求が殺到

種のクーポン券類を1日 当 り平均 することになります。

50・000枚自動発行 しています。 こうした需要に応ずるには
,シ

こうしたクーポン券類は運賃料 ステムの処理能力を最大限にする

金の計算ルールが各社毎に異なる 必要があります。当社ではオンラ

上・各社が独自に持 っている審査,イ ン系のシステムコントロ_ル プ

精算システムにも合致するよ う,ロ グラムに リアルタイム処理専用

各社別の表示項 目を印字する必要 のACP(AirlinesControlProg－

があります。このため当社の発券ram)を 採用 しています
。バッチ

プリンターは文字種別として漢字 処理で使用 しているOS系 の高級

1,842字,平 仮名,片 仮名,英 数 言語に比べ
,ACPで 使用するア

字,航 空券用OCR文 字,国 鉄券 センブラーはプログラマーの生産

用バーコー ドなど,合 計2,102字 性が半減 しますが、パーフォーマ

を備えており,文 字サイズも大,ン スの点では5～10倍 の処理能力

中,小3種 類を持っています。 があります。端末応答時間は4秒

旅行業界の特徴の一つに,需 要 前後となっています。

以上述べ ま した よ うに,旅 行業

の特性 と して,(1)取 扱 商品 の種別

が 多種 多様 である,② 関連企業が

全国に散在す る,{3}シ ス テム化に

際 し関連 会社 間で処理 の標準化が

む ずか しい,(4需 要 の極端な集中

がみ られ る,な どが挙げ られ ます

が,こ れ らは結果 と して企業規模

に比 してシステムが複雑 とな り,

ネ ッ トワー クが肥大化す る原因 と

な ってい ます。

当社では今 まで,旅 行の予約,

手 配,発 券及びそれ に伴 う経理処

理 を中心 にシステム化 を進めて来

ま したが,こ れだけではお客様の

要望に応え るのに十分ではな く,

近年 は特 に 「案内情報」的 なサ ー

ビスが求 められ てい るよ うに思わ

れ ます。お客様の求め るよ り高度

なサ ービスを 目指 して更に努 力す

ると共 に,企 業規模に合せた経済

的 なシステムの実現に も力を傾け

たい と考えてい ます。

注)TRIPS－ 皿 とは,Travel

Reservation,Informatioh&

PlanningSystemの 略 です
。

◇投稿歓迎◇.

「会員サ ロン」,「コーヒー ブ

レーク」への寄稿 ,投 稿を歓

迎 します。テーマはご自由で

す。 原稿 は,400字 詰用紙 で,

それぞれ6枚(会 員サ ロシ)

と2枚(コ ー ヒー ブ レー ク)

で す。掲載の分 にはお礼 を差

上げ ます。

宛先は本誌編集部 です。

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 鎭サ・ン
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タ、の壼欝

AT&Tvs司 法省の係争

和 解 の 動 き か ら 一 転,裁 判 へ 逆 戻 り

AT&Tと 司法省の間で,1974年 以来6年 越

しに争われてきた 泄 紀のアンチ ・トラスト裁

判ミが,去 る1刀,急 転直下,法 廷外で和解す

る様相を濃くして,世 論を賑わせた。

新春早々に再開された法廷で,証 人喚問の始

まる直前に,担 当裁判所のハロル ド・グリーン

判事が,裁 判を一時中断すると発表した。それ

はAT&Tと 司法省の間で,大 筋の和解が成立

したとい う両者の主張を認めたからである。同

判事は和解の内容をさらに詰めて,3月2日 ま

でに正式の文書で提出するよう指示 し,も し提

出されなければ,3月4日 より裁判を再開する,

と両者に通告した。

和解の内容は公表されていないが,関 係筋に

よると,お おむね次のようなものと推測されて

いる。

①1982年3月 までに設立を予定され て い る

AT&Tの 分離子会社は,自 由競争製品(電

話機,PBX,イ ンテリジェント端末等)と

高度サービス(C・ ・t・mC・11i・g皿・ACS等)

に関 して,独 自の研究開発部門と製造部門を

持つ。これによって,現 在AT&Tに 専属し

ているWE(ウ エスタン ・エvクb .リ・ク)

社 とベル研究所の一部が新会社に移管 され る

ことになる。

②高度サ ービスは,FCCの 第2次 コン ピュ

ータ調査 の最終決定に従 って,分 離子会社が

販売す るが,こ の場合,子 会社 は伝送設備や

交換設備を所 有す ることは認め られ ない。す

べて親会社 たるAT&Tか ら他 の競争会社 と

全 く同 じ条件で リースす ることとなる。

③ベル系電話会社 の最低1社,恐 ら くは3社

がAT&Tの 傘 下 か ら離れ て,完 全に独 立 し

た電話会社 になる。PacificTelephone&

TelegraphCo.,が そ の第一候補にあげ られ て

お り,CincinattiBe11とSouthernNew

EnglandTelephone&TelegraphCo・ ・がそ

れに次 ぐ有力候補 にな ってい る。 また,AT

&Tの ロ ングライ ン部門 も一部分離子会社 に

移管 され る可能性が ある。

④AT&Tは これ らの譲歩 の代 償 と し て・

1956年 の 同意審決に よって禁止されていた情

報処理部 門へ の参 入が認め られ る。

以上がAT&Tと 司 法省の間で同意 した内容

と目され ているが,い ずれに しても・ベル系の

電話会社 に よる巨大 な情報処理市場へ の参入が
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正式 に認められ る ことになれ ば,AT&Tに と

って測 り知れ ない プラスになる。例 えばAT&

Tは 電 話機 とかPBXの 製 造販売を直接行え な

いこ とになるが,す でに この分野はRolmCOrp.,

とかNorthernTelephoneと かMitelと い っ

た競争会社 に相当浸食 されてい る。 この市場 を

ギ ブア ップす る代 りに,情 報のデ ィス トリビュ

ー トが行 える とすれ ば
,そ れが ボイスであれ,

デ ータで あれ,電 子郵便で あれ,フ ァクシ ミリ

伝送 であれ,ど のひ とつを取 ってみて も,十 分端

末市場に匹敵す る市場が将来約束 されてい る。

AT&Tと 司 法省が,今 回急速な歩み寄 りを

見せた原因 としては,次 のよ うな事情 があった

と観測 され ている。

司法 省側 としては,AT&Tの 独 占体制が う

ま く機能を果た してい るのに,そ れを強引に解

体 しよ うと してい る司法省に対 して,レ ーガ ン

新政権が眉をひそめてい るとい う事実 である。

AT&Tと して も,デ ータ処理 の競争市場に

参 入せ ざるを得 ない火急 の問題をか か え て い

る。FCCの 第2次 コン ピュータ調査の最終決

定 に対 して,す でに30数 団 体が法廷 闘 争 に 持

込 んでい る。 アメ リカの連邦法では,ア ンチ ・

トラス ト裁判で行われた証人の証 言は,こ れ ら

多数の裁判で も援用 で きることになっているの

で,AT&Tは その対応に奔走せざるを得なく

なるのである。一方,昨 年の夏には,議 会や政

党の間でAT&Tを データ処理市場に参入させ

ることについて,暗 黙のコンセンサスが得 られ

ていたが,そ のコンセンサスに加った議員の多

くが,カ ーター政権と共に姿を消しつつある。

このような背景の下に,急 きょ,双 方 の 話

合いが進展 した ものと思われるが,期 待の和解

文書は遂に3月2日 までに提出されなかった。

したがって,裁 判は自動的に再開されることと

なったが,こ の問題が裁判で決着するには数年

を要するものと見られている。

和解文書の提出に至らなかった最 大 の 原 因

は,政 権の交替により,司 法省の担当官が更迭

されたことにある。新 しい担当官は到底3月2

日までに和解の内容を検討することはできない

し,ま して賛成する保証は全然ないと司法省は

発表 した。

AT&Tは これを聞いて,驚 くと共にいたく

失望 した,と 伝えられている。 しか し,裁 判が

再開されても,法 延外での和解の道が閉ざされ

たわけではない。AT&Tは 新 しい担当官に多

少の譲歩は しても,是 非和解に漕ぎつけたいと

念願 してお り,今 後さらにねば り強い折衝が続

けられるものと予想されている。

さ
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タ、の註欝

AT&Tの 新 規 サ ー1-1一ビ ス

EIS,CCIl

注目を集めるAT&Tの 新規高度サービスEIS,CC皿

FCCは 第2次 コン ピュータ調査 の最終決定

に よ り,基 本サー ビス と高 度サ ー ビス との境界

線を 明らかに して,AT&Tは 完 全に分離 した

子会社 によらなければ,高 度サ ー ビスの提供は

で きない こととした。 しか し,AT&Tは 最 近

高度サ ー ビスに属す ると思われ る次のよ うな新

規サ ー ビスを開発 して,直 接販売に乗 り出そ う

と試 みてい る。

(1}EIS(ElectroniclnformationService)

AT&Tは1981年 の 夏に,オ ンライ ンに よる

EISに つ いて第3回 目の実験をオ ースチ ンで

開始す ると発表 した 。この実験では,現 在電話

帳に掲載 されてい る電話番号 の他に,加 入者が

自らデータベースのファイルを作 って,こ れに

ア クセスで きる ようになる。

AT&Tと このサ ービスを共 同研究 を してい

るSouthWestemBe11に よれば,加 入者 は主

に多用す る電話番号 や個人 のメモをイ ンプ ット

して,フ ァイルす るだろ う,と 予測 している。

この実験 はvideotexの 最 新技術を使い・一

般の電話回線 を通 して家庭や オフ ィスの テ レビ

画面 に接続 され る。 これは通常Teletexと 呼 ば

れ てお り,す でにイギ リス,フ ランス,西 ドイ

ツ,カ ナ ダ,日 本(CAPTAINS)で も実験が

進め られてい る。

AT&Tは 最 初 のEIS実 験 を1979年 の 秋に

アルバ ニアで行 った。第2回 目はKn輌ght-Ridder

とい う新聞社 との ジ ョイ ン ト ・ベ ンチ ャーによ

って,1980年6月 か ら コラール ・ゲープル とい

うところで実験 を行 っている。

第3回 目の実験は約700の 加 入者を対象に,

14ヵ 月 間続け る予 定で,デ ータベ ース と して

100万 の電話番号 と10万 フ レームの情 報(主 と

してオースチ ンを中心 としたイエロー ・ペ ージ

の電話帳か ら選択)を 収 容 している。今回の実

験は,従 来の もの よ り規模が大 きいこと,CR

Tで な く家庭 のカラptテ レビが使われているこ

と,個 人用の情報 ファイルがインプ ットで きる

こと等 の特徴を持 ってい る。

しか し,一 番大 きな特徴は電話番号 のデータ

ベ ースに重 点を置いている ことであ る。第2回

目の実験では広範多岐 にわたる情報 サ ー ビ ス

(レ ス トラン,劇 場案 内,ホ ーム ・シ ョヅピン

グ,旅 行 や劇場 の切符予約,ホ ーム ・バ ンキ ン

グ,昌 ユ、一ス,天 気予報,ス ポーツ等)を 提供 し

たが,こ れに対 して既存の情報サ ービス業者 か
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らAT&Tが 巨 大なデ ータベ ース ・サー ビスを

直接行 うことは不当であ るとい う苦情 が続 出 し

た。 このため,今 回の実験では,電 話番号 以外は

スポー ツ ・ニ ュースを提 供す るに止め ている。

したが って,今 回の実験 の主 目的は,最 近 ま

す ます経費 の増高 してい る電話帳や 番 号 案 内

に,こ のEISが と って替れ るか ど うか ,を 検

証す ることに絞 られ てい る模 様である。

(2)CC皿(CustomCalling狂)

も うひ とつ,既 存 の情報サ ー ビス業者 とA

T&Tと の 間で紛争 の種 とな ってい るサー ビス

があ る。それは昨年AT&Tが ペ ンシルベニア

で発表 したCCllと い うコンピュータをベ ース

に した蓄積転送 サー ビス で,AT&Tは 今 後い

くつか の州 にこのサ ー ビスを拡張 したい と考え

てい る。

CC皿 はt'CallAnswering　 とttAdvance

Calling"と い う二 つの機能 を持 っている
。前者

は加入者 が電話 のそばを離れた り,電 話を受け

た くない場合 に,着 信 をネ ヅトワーク内部の高

密度 デ ィス クに,デ ジタルの形で蓄 積 し て お

き,後 で特殊な番号を ダイアル して,そ のメ ッ

セージを取出す ことので きるサー ビスで ある
。

また,後 者 は加入者が ネ ッ トワークの中に発 信

用 のメ ッセージを あらか じめ蓄積 しておいて,

指 定の時間にそれ を送 信できるサ ー ビ ス であ

る。

CCHの 特 徴は,な んら特殊 な端末を必要 と

しないこと,ア メ リカ国内 のどの電話機か らで

もこのサ ー ビスが受け られ ることであ る。そ し

て,こ の よ うな簡便 性 と普遍性のために,大 半

の家 庭には従 来,あ まりに も高価に過 ぎた電子

メッセー ジをいきな り利用可能 なものに しよ う

としてい る。

第2次 コンピュ'一タ調査 の最終 決定では,こ

の種 のサー ビスは明らかに高度 サー ビ ス で あ

り,AT&Tは こ のよ うなサ ー ビスを直接提供

で きない ことにな ってい る。 しか し,AT&T

は このサ ー ビスは電話網の ミ完全なる一部.で

あ ると主張 してい る。 しか も,AT&Aは 最 終

決 定が出 され る数年前か らCCllの 研 究を重ね

てお り,す でに7,000万 ドルの開発費を注 ぎ込

んでい るので,い まさら引返 す こと は で き な

い,とFccに 迫 っている。

なお,FCCは このよ うなAT&Tの 強 い要

請 に もとつ いて,高 度サ ー ビスで も暫定措 置 と

して,AT&Tが 直 接サ ービスを提供 で きるよ

うに,去 る12月,最 終決定 の一部 を修正 した,

と伝 え られ ている。

、
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インフォメーシ ョン ・タワー

■ 情報管理 講座 「データベース」

研究会

日本科学技術情報 センター(J

ICST)で は,「 情 報管理」誌で

・一年 間にわ た り掲載 した連載講座

「データベース」 の執筆者を講師

として招 き,読 者,参 加者 とのデ

ィス カッシ ョンを含 め,研 究会を

開催す る。

日時56年4月24日(金)

場 所 日本科学技術情報セ ンタ

ー本部7階 ホール

定員80名

会費3,500円

■情報管理一般研修会

JICSTで は,情 報管理部門

に新たに配属された担当者,新 入

社員等,経 験年数の浅い人を対象

に4日 間,18テ ーマについて基礎

から一般までの問題をテキス トを

中心に実務経験豊かな専門家が解

説講義する。

日時(東 京)56年6月30日(火)

～7月3日(金),56年7月28日

(火)～31日(金)

(大阪)56年7月14日(火)～7月

17日(金)

場所(東 京)日本科学技術セン

ター7階 ホール

(大阪)大 阪科学技術センター会

議室

定員(東 京)50名(計100名)

(大 阪)60名

会 費28,000円(テ キス ト代,

昼 食費,飲 物代含む)

申 込み,問 合せ は各支所へ

東 京支所TELO3(230)1341

大 阪 支所TELO6(445)6001

■第20回 「賛助会員研究会」開催

日本データ通信協会では昨年8

月末より約1カ 月にわたり,KD

D,電 電公社,主 要 コンピュータ

メーカーのご協力を得て南米のブ

ラジル,ア ルゼンチン,を 初めチ

リ,ペ ルー,エ クア ドル,コ ロン

ビア,ベ ネズエラの7カ 国の主管

庁および公衆通信企業を訪問 して

関係者 と面談し,こ れらの国々に

おけをデータ通信の現状 と将来動

向について調査 した。この調査団

の事務局長,樫 村慶一業務部長代

理を迎え,調 査内容についての説

明を下記のとお り行 う。

なお,会 場整理の都合上,き た

る4月11日(土)ま で,同 協会業務

部賛助会員研究会事務局TELO3

(586)1621へ 出席人数を知 らせ

申込むこと。

テーマ 「南米のデータ通信の現

状 と将来動向」

講師 日本データ通信協会業務

部長代理 樫村慶一氏

日時56年4月15日(水)

13:30～16:00

会場 日本女子会館

参加料 無料

資料 当日配付

■管理 ・間接部門の効率化推進セ

ミナー開催

囲 日本能率協会では,企 業の体

質強化 と少数精鋭化に挑戦するM

IC計 画推進の流れの一貫 として

セミナーを開催する。MIC計 画

とは,企 業の業績向上と従業員の

生きがい,働 きがいとを結びつけ

ることを基本理念とし,価 値ある

仕事を追求 し,業務の簡素化,制 度

化,組 織化と人材の育成と配置を

成 しとげ,強 力な企業体質をつ く

りあげることを目的 としている。

対象 経営幹部,各 部門管理者

効率化担当スタ ッフなど

日時56年4月21日(火)～22日

(水)<2日 間10100～16:00>

場所 日本能率協会 研修室

東京都港区芝公園3-1-22

参加料 日本能率協会維持会員

40,000円(3名 以上は35,000円)

会員外48,000円(3名 以上は一

人43,000円)

申込み,問 合せは日本能率協会

EDP教 育部TEL(434)6211

■システム ・エンジニアリング基

礎コース 開催

㈱日本能率協会では,経 営情報

システムの設計,改 善のために実

践的SELを 短期に養成するセ ミ

ナーを開催,定 評あるユニークな
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コースであ る。

日時56年5.月19日(火)～22日

(金)<4日 間10:00～17:00>

場 所 日本能率協会 研修室

定員30名

参加料 日本能率協会維持 会員

55,000円(2名 以 上は48,000円)

会 員外66,000円(2名 以上は一

人58,000円)

申込み,問 合せは前記 同様

翻
■DCNA第3版 マニ ュアルの発

行

㈲ 日本 データ通信協会では,D

CNA第3版 マニュアルを発行す

る。 この シ リーズは基 本概 念 とプ

ロ トコルの9分 冊 に よって構成 さ

れ ている。特 色は,符 号 を取扱 う

事項 のす べてを網 ら した標準的 プ

ロ トコルであ るこ と,異 機種送信

を行 うための公表 された プロ トコ

ルであ ること,ま た電電公社 の新

デー タ網サー ビスに使用 され るの

で,そ のサー ビスの使用す るデ ー

タ通信端末装置 のメーカーや,デ

ィーラーは勿論その利用者の座 右

の書 と して利用 で きる。

A4判,9冊 総 頁数3,200ペ ー ジ

9冊1組 の特別 価ta15,000円

各 分冊 は次の とお り

●DCNA基 本 概念

定価1,800円 送 料350円

●PCNAデ ー タ リンクレベルプ

ロ ト コ ル

定 価1,400円 送 料300円

● トラ ン ス ポ ー ト レベ ル プ ロ トコ

ノレ

定価1,400円 送 料300円

●DCNA機 能 制御 レベル プロ ト

コノレ

定価1,800円 送 料350円

●DCNA仮 想 端末 フ.ロトコル

定価1,800円 送 料300円

●DCNAフ ァイル転送/ア クセ

ス プロ トコル

定価2,500円 送料400円

●DCNAジ ョブ転送 プロ トコル

定価1,400円 送 料300円

●DCNAデ ー タベースア クセス

プロ トコル

定価1,400円 送料300円

●DCNAネ ッ トワーク管理 プロ

トコル

定価2,500円 送 料400円

発 行予定56年4月 上 旬

間合せはTELO3(586)1621

■データ通信工事担任者の手引 ・

第6版 発行

日本データ通信協会では,デ ー

タ通信工事担任者の手引を発行 し

公衆通信回線に関するまとまった

解説書として好評を博 している。

本書は内容の一部を改訂 し,昨

年度の第4種 工事担任者資格試験

問題 と解答を追加 し,第6版 とし

て発売する。A5判,330ペ ージ

定価1,700円

本書は 当協会直販だけで,一 般

書店では扱 っていない。現金書留

郵便振替(振 替 口座 東京4-51

034)な どで,送 料共送金 の上,同

協 会(TELO3-586-1621)へ

直 接 申込む こと。

なお,デ ィジタル交換 網関係に

ついては,〔 下 執筆中,続 いて発

行 す る予定であ る。

■データ通信利用便覧改訂 ・第4

版 発行

㈲日本データ通信協会では,デ

ータ通信利用便覧の全面的再編集

を行い,第4版 として発行する。

発行予定時期56年6月

B6判450ペ ージ 定価2,000円

■第17回 情報科学技術研究集会

「発表論文集」発行

JICSTで は,昨 年10月23・

24日 の両 日多数の参加者を得 て,

大 阪科学技術 センターで行われ た

第17回 情報科学 技術研 究集会 に於

ける全発表 を まとめ,論 文集 とし

て発行す る。B5判 本文 約320ペ

ー ジ,定 価7,000円 。

申込み,問 合せ は 日本科学技術

情報 センターの各支所,支 部へ

筑波支部TELO298(51)4671

東 京 支所TELO3(230)1341

名 古 屋支所TELO52(221)8951

大 阪 支所TELO6(445)6001

中 国 支所TELO822(28)5991

九 州 支所TELO92(473)8521

インフォメーシ ョン ・タワー
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JIPDECだ より睡翻睡翻睡翻蟹國圏圏睡翻睡翻圏墨睡題
7.文 章 情報 データベ ース の総合利6・ 広 報

一 用に関す・調翻 究 ・・会員に対するサービス活動
8.情報処理システムの有効有用方

◇昭和55年 度第3回 醇 会開催 法体系化V・関する融 研究 ◇訓 回繍 処理に関する研船

さる3月17日,本 年度第3回 の9.マ イクロコンピュータの応用に 開催

鴨 会,・聞継 れ,昭 和56鞭 の 関する誠 研究 ・98・年代はソフトウエア繊 の

轍 緬 及び岐 予算が承認 され ①基盤 備髄 時代と訪 れているが蛾 が国と

た。 ②応用技術縮 較べ搬 の先進国である綱 こお

,、鞭 の予鄭 本部及び繍 処 ③雌 的・基礎的洪 醐 技術 いても・その解離 積極的疎 組

靭 修セン。一を含め,約24億 ・ の醗 んでいる・相 の研究会では米国

千万円注 徳 業は以下の通 りで ④マイ… ンピ・一・利醐 の実厳 ついて調査を行 った・

あ、。 究会のoamaINPUT社 のPETERA・

〔誠.研 究.開 発〕 ・・.受託調査'研 究・開発CUNNINGHAM社 長嬬 鰍 こ

・:㌶ 灘 理⌒ ㌦ 灘
技術者等の養成 招1行iiた1㌶三)

、.わ,,国の解 脚 。関す。動向 ・.海外tr・おけ・情報処腰 員の教 会 場 機械獺 会館B3研 修
1号 室

調査 育等実態調査
テーマ ソフトウエアの生産性

①オンライン利用状況調査3.情 報処理技法の調査,研 究

②=㌶ 高度利用酬 鍵 処理技術者の職種内容 ・竺 ・エア危機の克服

参加者107名
③基盤整備調査5.発 展途上国DP研 修

、情 報化の髄 。関す。雛 研究 ・.・ンピ・一措 辮 座の離tslb・,次 回は6月 中旬情 報処

①オンライン制度に財 。調査 〔・ソサルテーシ・ン,啓 蒙,普 理 システムの有効有用を推進する
際のコス トパフォーマンス管理手研究 及〕

法の中から,費 用対効果分析方法②データベPtス 調査1.コ ンサルテーシ ョン

③中小企業の情報化1。財 。研 ・.シソポジ・ム等のeeee及 び鋤 分析・予測方法の躰 的

究 ・情 獅 理技鯖 試験への勘 考え方渓 施方法をテ一式 開催
する予定である。④日本語情報処理に関する調査4 .国際交流

研究5.情 報化週間行事 ◇ 上野幸七会長死去

4.・・ソ・マシン・ユーザ ・・ン・ ①総合広報の実施,諮 鑑 臨 機3蕊;

フェイスに関する調査研究 ②展示会の開催(東 京及び地方 ため逝去されました。ここに謹んで

繍 ・世代電子計蜘 ・関す・内 都市)蕃 魏隠 縫 巌 ㌶ 覧
外技術動向調 査 ③情報化週間 シンポジウムの開 た日本インドネシア・エル・エヌ・ジ

噸 別㈱ 鯨 の育成に関する 催 亘鷲 灘 ㌶ 羅灘 本
調査研究 ④講演と映画の会(地方6都 市)

騨賜 醐園 圃 藪懸ll㌧i簗藷 醗li膳 園 圃騒



33

羅腰騒騒腰腰腰睡圏圏睡睡睡翻羅

◆MCC会 員 入会のご案内◆

マイ クロコンピュー タ振 興セ ン

タ ーは,マ イ クロコンピュー タの

普及お よび利用技術 ・システ ムの

開発に係 る関係業界な どマイ クロ

コンピュー タ産業の振 興を図 るこ

とを 目的 と し,昭 和53年4月1日

に関係当局のご指導の もとに,当

協 会の一 部門 として設立 され,以

下 のよ うな事 業を特 別会 員制度 に

よ り実施 してお ります。

MCC会 員制度

特別会員制度を設け,広 く事業

の参加を得てマイクロコンピュー

タ振興センターを運営 しておりま

す。MCC会 員(年 会費3万 円)

になります と次の特典があります

①事業成果を利用できる。

●マイクロコンピュータに関す

る各種調査研究報告書の配布

●事業委託制度による開発成果

物の利用

●図書の利用

②振興助成のための事業委託制度

に応募できる。

③利用研究会に参加できる。

④その他

事 業 内 割

●マイクロコンピュータ業界の振

興に関する調査研究

チ ップ ・メーカー,関 連機器 メ

ー カー ,シ ステ ムハ ウス,ユ ー

ザー等 関連 業界の連携,協 力体

制 等の業 界振 興に関 する基本的

問題 を調査研究す るほか,マ イ

クロコンピュータ技 術者 の人材

育成に関す る調査研 究を行 いま

す。

○我が国におけ るマイ クロコン ピ

ュータ産業一現状お よび問題点

一(53年 度)

○我が国におけ るマイ クロ コン ピ

ュータ産業一 システ ムハ ウスの

業界形成 を考え る一(54年 度)

○マイ クロコンピュータ産業の現

状 と将来(55年 度)

● マイ クロコンピュー タ応用技術

に関す る調査研究◇

マイ クロコン ピュータの応用

に関す る将来動向,技 術水準,

今 後研究すべ き研究頃 日等につ

いて調査研究 します。

○応用か らみたマイ クロコンピュ

ー タ技術の現状 と課題(53年 度)

○マイ クロコンピュー タ応用上 の

課題 と展望(54年 度)

016ビ ッ トマイ クロコン ピュ■一タ

の動 向一 その応用分野 と高位言

語を展望す る一(55年 度)、

● マイ クロコン ピュ'一'タの基i礎的

共通的先導的技術 の開発

マイ クロコン ピュータの応用

のため の基礎的,共 通的,先 導

的技術 の開発 につい て会員を対

象 としてその実施 の委託を行 う

ことに より振 興助成す る ととも

に,開 発成 果を広 く公開 してお

ります。

Oシ ステムアナ ライザ ー(53年 度)

○高速演 算モジ ュール(54年 度)

○媒体変換 システム(54年 度)

○沙L用マイ クロコン ヒ。ユータ ・コ

ン ソールパネル(54年 度)

○パ フ ォーマンス測定器(55年 度)

04ビ ッ トマイ コン開発サポ ー ト

システム(55年 度)

08080-6800双 方 向 ソース プログ

ラム コンノミータ(55年 度)

○ マイ クロ コン ピュータにおける

PASCALコ ンパイ ラ(55年 度)

● マイ クロコンピュータ利用 研究

会

マイ クロコンピュータに関 する

ハ ー ドウエア ,ソ フ トウエアの

最近の内外の動向,応 用技術,

新 製品等 各種 の情 報の紹介,講

演会 等を開催 します。

現在,マ イク ロコン ピュータ ・

メーカー,シ ス テムハ ウス,OE

Mユ ー ザー,エ ン ドユ ー・一ザ ー,研

究所等143社 に 会員 と して参画い

ただい てお ります。

お 申込み,お 問合せは当協会マ

イ クロコン ピュータ振興 センター

振興課,電 話(03)431-8211

内 線453ま で 。

◇

◇

睡羅翻睡翻睡圏睡覇睡翻睡國竃圏睡翻JIPDECだ より

、
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JIPDECだ よ り一
当 センターでは,昭 和54年 度 よ

り,情 報処理部門のマネ ジャーを

対 象に した セ ミナ ー 「DP部 門の

戦略的計画 コース」を実施 して好

評 を得 てい るが,56年 度 にはつ ぎ

の とお り開催す る。

本 コースの狙 いは,近 年 の内 ・

外 部の環境 変化 に対応す る今後 の

DP部 門のあ り方 を主題 として,

情 報を経営 の無形 資源 とす る観点

に立 って,同 部門のマネ ジャーが

中 ・長期的な視点か らマネ ジメン

ト戦略を確立す る方途を多角的に

追求す ることにあ る。

レ期 日5月22日(水),23日(木>

6月3日(水),4日(木)

(4日 間)

〉 時間9:30～16:30

>会 場 当セ ンター教室(世 界貿

易セ ンター ビル7階:国

電浜松町駅下 車)

レ受贈料5万 円

レ講義題 目と講師

●DP部 門のマネ ジメン ト戦略

石原善太郎(ト パ ヅクス)

麗纒羅翻圏
●意思決定支援システム/オ フィ

ス ・オー トメーション/シ ステ

ムのセキュリティとシステム監

査 石崎純夫(富 士銀行)

●経営 トップの期待とDP部 門管

理者の意識構造

鈴木秀郎(日 本郵船)

●経営戦略と会計情報システム

中村輝夫(日 本化薬)

●DP部 門の戦略機能と期待され

る役割

前川良博(横 浜商科大学)

レ申込方法 受講申込書(別 途ご

請求ください。)に 必要

事項をご記入の うえ,郵

送またはご持 参 くだ さ

いo

電話での予約 もお受け し

ます。

レ締切日5月12日(火)

レ申込および問合わせ先

〒105東 京都港区浜松町2-1

-4

世界貿易センタービル7階

(財)日 本情報処理開発協会

情報処理研修センター

電話03(435)6507

編集後記

◇ 「第5世 代コンピュータ」に内

外からの注目が集まっています。

具体的な開発は,こ れからスタ

ー トとい うことですが,構 想の段

階で,す でに関心を呼んでいるの

もそれだけ期待が大きいからとい

えましょう。資源小国 としての我

が国が将来 コンピュータ技術の面

で世界に貢献できるか どうか,そ

の真価が問われているようです。

◇司法省との独禁法をめぐる係争

など,な にかと話題の絶えないA

T&Tが 二つの新規サービス構想

を打出しました。いずれも既存の

情報サービス業者 との新たな紛争

のタネになりそうだという見方も

あ り,当 分,こ の話も賑やかなこ

とでしょう。

◇昭和53年4月 から当協会の第4

代会長として,活 躍されました上

野幸七氏が亡 くなられました。

はからずも前号の特別対談「'80

年代情報化のビジョン」で馨咳に

接 したのが最後 となりました。

故会長のご冥福をお祈 りします

とともに我が国の情報処理振興に

力を注がれた遺志を汲んで我々も

いっそ う努力したいと思います。

昭和56年3月27日 発行

」IPDECジ ャーナルNe.45
◎1981

財団法人 日本情報処理開発協会

東京都港区芝公園3丁 目5番8号 機械振興会館内

郵便番号105電 話(434)8211(大 代表)内 線535

※本誌送付宛先の変更等については当協会普ゑ源(434-一・8211.内線535)ま でご連絡下さい。
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現代の企業は、内外の環境の複雑化および流動化、そして国

際化に直面して、その意思決定のためにますます科学的な

方法によるデータの分析が必要になってきています。本コ
ースは
、企業における意思決定をサポートするマネジメン

ト・リサーチャーにとって必要な基礎的概念、分析手法、思

考能力を教育・養成・開発することを狙いとしています。

一
カリキュラム委員会 主査

宮川 公 男(一橋大学商学部長)

募 集 要 項 コースの特長

■研修期間

56.5,22～/2.19

(奮[}週金曜Eヨ、言十32E])

■研修時間

9:30～16:30

■研 修 料

38万円(含:教材費、2泊3日合

宿宿泊費、パーソナル・コン

ピュータ料金)

■受講対象

企業における企画担当部門、

営業計画担当部門、システム

部門などの方々。

>MRの 基本的問題と方法を幅

広くカバー。

θケース、メソッド、ビジネス・

ゲーム、グループ研究などを

織り込んだ多彩な研修方法。

θパーソナル・コンピュータを

フルに活用。受講者1人に1台

配布し、持ち帰りも自由。

θ講師陣が開発したパーソナ

ル・コンピュークの教材用プ

ログラムを無償提供。

鵬 懸籔
情報処理研修センターは通商産業省の機械工

業振興資金からの補助を受けて運営している

公益研修機関で、つぎのような事業をおこな

っています。

レ上級情報処理技術者の養成

θ情報処理部門の管理者の養成

レ情報処理教育の担当者の養成

レ各種情報処理を活用する人材の養成

レ情報処理教育に関する調査 ・研究

講 義 の 構 成
0.序 論一モデル ・ビルディング とシステム

ズ ・アプローチ

1.基 礎的分析手法
(1)数理計画法

(2)シミュレーション
(3)BASlO入 門

(4)統計解析
2.経 営分析 と財務管理

(1)財務分析 と企業評価

(2)利益計画と予算 統制

③資本予算(投 資決定論)
3.経 営計画 と企業戦略

(1)企業戦略

②計画モデル(事 例研究)

③MDS(意 思決定サポー トシステム)

(4)計画 と予測

4.ビ ジネス ・ゲームによる意思決定演習(合
宿形式)

5.グ ループ研究

受講者を陪 前後のグループ に分け、それ
ぞれ特定のテーマについて研究 をおこな

う。各 ブルーブにはチューターがつく。過
去のテーマ例 は下記 の通 り。
●建設業における予算編成モデル
●最適債券運用モデル

L

●経営計画サポート ・システム
●財務にみる企業行動の分析
●企業戦略モデル

情 報処 理研 修 セ ンター
財団法人 日本 情 報処 理 開発 協 会
※講座案内ご請求、お問い合せば上記へ

〒105

東 京 都港 区浜松町2-一一4-1

世 界 貿 易セ ンター ビノレ7F

電 話03(435)6506～7



'80コ ン ピ ュ ー タ 白 書 ぽi懸 送料350円

80年代情報技術 と社会発展

[」旧{旦£(財)日本情報処理開発協会編

本 書 の 特 色

1.わ が国情 報産 駿界のhl高 権威で ある コンピュー タ臼、IF委員会 が監修 し・た唯一 のコ ンビa－ タ総 合[箏門 川。

2.コ ンピュー タ産 業の 動向むよび政 策 を網羅 し、政府の政策 から、企業側 のEDP対 策 と機種開発現況 を解説

3.コ ンピュー タの最適 アプ リケー ションの具体例 を各業種 ごとに図解 を含 めてわか りやす く解説。

4.内 外の コンピュータ関係 の政府 資料及び関連機関 からの設置利用状況調 査 ・統 計資料等 を完全収録。

主な内容

第1部 総 論

第2部 情 報産 業の動 向
●わが国 のコ ンピュー タ産 業 ・情報処理産業/諸 外国 の

動向

第3部 情 報産 業政 策
●わが国の コンピュー タ産 業 ・情報処理産 業政策/行 政

におけ るコンピュー タ利 用 と政策/諸 外国の動向

第4部 デー タ通信の現況 と情 報通 信政 策
○わが国の情報通信 事業 ・政 策/諸 外国の動向

第5部 コンピュータ利用 の現況

●わが国の コ ンピュータ実動状況 ・利用状況/オ ンライ
ン化調査/諸 外国 のコ ンピュー タ設置状況

第6部 コ ンピュー タ適 用業務の具体例 〈17社紹 介〉

第7部1980年 代 の展望 一情 報技術 と社会発展の課題 一
●座談 会/ハ ー ド・ソフ トの課題/ネ ッ トワー ク化の動

向/デ ー タベースの重要性/情 報の公開 につ いて

第8部 資 料DBサ ー ビス業振興/第5世 代機 中間報告/
EDP関 係投資現況/ほ か

第9部 コ ンピュータ利用状況tsよ び オ ンライ ン化 調査集計
コンピュータ関 係団体 名簿

お申込みは全国書店またはコンピュータ・エージ社出版部まで。

発 売 コ ン ピ ュ ー タ ・エ ー ジ 社

〒100東 京都 刊k川 区 酸 が 関3-2-5霞 が関 ビル30階
TELO3(581)5201(fに)郵fリ ぱ辰孝C東slc4-67808

COMPUTERYEARBOOK1980

'80世 界 コンピュー タ年 鑑

80年 代情報化 の展望 と課題

iJi_PDEC(財)日 本情報処理開発協会編

コンピュー タ関連技術 は.急速 な発展 を続け てお り,と くに3.5世

代機 と呼 ばれ るコンピュ一一タが発表 され た70年 からここ10年 間の展

開に は目をみ はる ものがあ ります。今で はコンピュー タは社会の隅

々に まで影響 を及ぼ してお り,そ の技術動向,利 用動 向は コン ピュ

ー タ関連 業界のみな ちず,他 産 業にお いて も,重 要 な意義 をもつ よ

うになってい ます。 この飛 躍的な技術進歩 はLSI,VLSI等 の

マ イ クロ ・エ レク トロニ クス技術がへ大 きなささ.えとな ってお り.

既存 の電気 ・機械 製品への応 用や新製品の開 発といった新 たな市場

を創 り出 してい ます。

今後 日本では半導体先進国 として,海 外 に及ぼす影 響は ます ます

増 大 し,加 えて、 コンピュー タ本体の本格的 な輸出態勢に入 るなど

で,海 外市場の動向や各国政府 ・民間企 業の政策を無視 出来な くな

ってい ます。

本怜 では,80年 代の幕開 け として,70年 代の総括 と,80年 代の展

望 をテ ーマにゼ世 界の動向 ど日本の位 置付 け を充実 した資 料 ・統計 ・

を駆使 して,分 析 し.わ か りやす く解説 して います。

お 申込 み は全 国 書店 またはコン ピュー タ哩 一ジ社 出版 部 まで。

レ完備6,500円 送料240円 発 売 コンピュータ・エ→ ソ社

レB59・422Nfi入 認 罐認識鶴 濃 謬畏鑑 ル贈

〈主 な 内 容 〉

第1部 総 論

●70年 代 の総 括 と80年 代への展望 ●1979年 の足跡

第2部80年 代 情報化社会への課題

●新 しい コン ビ三一 タ像● ミニ/マ イ クロの展開

●新 しいオフ ィス像● デー タベ ース社会人●新 し

い通信 技術●ユーザーの対応 と期 待●情報化社会

の光 と影

第3部 世 界の情報 化と情報産 業

●ア メリカの現状 と将来 ●イギ リスの現状 と将来

●フ ランスの現状 と将来 ● ヨーロ ッパの その他の

諸 国●ア ジア/オ セアニア諸国●カナダ/中 南米

/ア フ リカ諸 国● ソ連/東 欧圏諸国

第4部 資料編

.世 界の コンピュータ設置状況/世 界の コンピュー

タ生産 ・輸 出入/汎 用 コン ピュー ター覧/ア メ リ

カの主 なソフ ト・パ ッケー ジ/メ ー カー ・サ ービ

ス企業一覧/コ ン ピュー タ産業総合年表/他
、



昭和55年 度事業報告書(予 告)

当協 会 の昭和55年 度事業 に関連 して発行 を予定 している報告書 は次の とお りです。

なお題名 は仮題で 、頒布価 格等 は未定です。詳細 は追 ってお知 らせ いた します。

・米 国 に お け る オ フ ィス ・オー トメー シ ョ ン と新 しい 通 信 サ ー ビス

・欧 州 に お け る情 報 処 理 振 興 施 策

・オ ン ラ イ ン需 要 調 査 報 告 書

・コ ン ピ ュー タ利 用 状 況 調 査 集 計 報 告 書

・オ ン ラ イ ン制 度 に関 す る調 査 報 告 書

・デ ー タベ ー ス関 連 シ ス テ ム 整 備 状 況 調 査 報 告 書

・中 小 企 業 情 報 化 に 関 す る調 査 研 究 報 告 書

・日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ に 関 す る調 査 報 告 書

・情 報 処 理 に 関 す る標 準 化 調 査 報 告 書

・マ ン ・マ シ ン ・ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェー ス に 関 す る調 査 研 究 報 告 書

・産 業 別 情 報 拠 点 育 成 に 関 す る調 査 報 告 書

・地 域 別 情 報 拠 点 育 成 に 関 す る調 査 報 告 書

●情 報 シ ス テ ム の ユ ー ザ ー ズ ・ガ イ ド

・実 効 的 技 術 移 点 に 関 す る報 告 書

・ComputerWhitePaper1980

・マ イ ク ロ コン ピ ュー タ産 業 に 関 す る調 査 報 告 書

・16ビ ッ トマ イ ク ロ コ ン ピュ ー タの利 用 に 関 す る調 査 報 告 書

昭和54年 度事業報告書

分 類 番 号 題 名

54-ROO2欧 州主 要 国におけ るネットワー ク・ユーティリティの 現状 と動 向

54-ROO4わ が国 情 報処 理 の 将 来動 向(II)

54-ROO9マ イ ク ロ コン ピ ュー タ応 用 上の 課 題 と展 望

::1::::}酬liil{遼1㌶蕊三
54-SOO3マ イ ク ロ コン ピュ ー タ応 用 に関 す る委 託 開 発報 告 書

COMPUTERWHITEPAPER'79

頒 布 価

(一 般)

2,500円

1,900

2,500

54-SOOIセ ッ'ト10,300

8,000

3,000

900

3,500

格

(賛 助 会 員)

2,000円

1,500

2,000

8,200

6,400

2,400

700

2,800

●申込み ・問合 せ先(財)日 本情報処理 開発協 会/普 及 課ft(434)8211内 線535

な お54-ROO7シ ス テム 監査 実 施 へ の道 標(頒 布 価 格 一般 ・賛 助 会 員 とも2,500円)は=]ン ピュ ー タ ・エ ージ 社tt(581)5201

で お取 扱 い して お ります。



LillEt!QCCDEC
財団法人 日本情報処理開発協会

東京都港 区芝 公園3丁 目5番8号 機械振興会館

郵便番号105電 話(434)8211(大 代表)内 線535一

'

本誌 は 日本 自転 車振 興会か ら競輪収益の一部 である機械工業振 興

資金の補助 を受 け昭和55年 度情報処理に関す る普 及促進補助事 業

の一環 として発行 する ものです。


